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　大苅田池のほとりにあり、園内にはヤマザクラ、イロハモミジ、アセビ、
ビョウヤナギなど植栽が豊か。散策や読書が楽しめます。 
　アトリエ「人魚館」は、すっきりとしたコンクリートの外壁が大人の雰囲気。
小さな集まりや展覧会にぴったりのスペースです。ベランダからは池に浮か
ぶ人魚の像が見え、まるでアンデルセンを生んだ北欧の国にいるようです。 
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2広報あかいわ（平成17年7月号） 

　
五
月
二
十
六
日
、
市
立
中
央
公

民
館
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
理
事
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
後
、
来
賓
に
迎
え
た
荒
嶋

市
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
議
事
に
入
り
議
案
可

決
後
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
6
赤
磐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

に
、
旧
6
山
陽
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
赤
坂
町
ミ
ニ
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
熊
山
町
ミ
ニ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
吉
井

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
統

合
し
誕
生
し
ま
し
た
。
会
員
数
は

三
百
七
十
人
余
り
で
す
。 

　
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

四
事
業
所
を
残
し
、
引
き
続
き
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

【
本
所
兼
山
陽
事
業
所
】 

　
赤
磐
市
下
市
五
九
七 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
４
６
６ 

【
赤
坂
事
業
所
】 

　
赤
磐
市
今
井
六
七 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
６
７
１ 

【
熊
山
事
業
所
】 

　
赤
磐
市
松
木
六
二
一
ノ
一 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
２
１
５ 

【
吉
井
事
業
所
】 

　
赤
磐
市
周
匝
一
三
六
ノ
一 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）２
６
８
８ 

 

役
　
員 

¡
理
事
長 

　
　
青
井
　
　
武
（
山
陽
地
域
） 

¡
副
理
事
長 

　
　
森
山
　
佳
祐
（
山
陽
地
域
） 

¡
副
理
事
長 

　
　
下
山
　
　
弘
（
吉
井
地
域
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉 
  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は 

　
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大
と
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
た
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
、
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
、
臨
時

的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
、
そ
の
他

軽
易
な
業
務
を
引
き
受
け
、
地
域

社
会
に
密
着
し
役
立
つ
仕
事
を
行

い
ま
す
。 

主
な
仕
事 

◇
技
能
を
生
か
す 

¡
植
木
剪
定 

¡
ふ
す
ま
・
障
子
貼
り 

¡
大
工 

¡
ペ
ン
キ
塗
り 

 

◇
地
域
社
会
に
生
か
す 

¡
施
設
管
理 

¡
公
園
管
理 

¡
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理 

¡
除
草
・
草
刈
り 

　
　
　
　
　
　
　 

◇
経
験
・
資
格
を
生
か
す 

¡
家
事
の
手
伝
い 

¡
一
般
事
務 

¡
宛
名
書
き 

 

 

　
五
月
三
十
日
、
く

ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
、
旧
山
陽
町
、

赤
坂
町
、
熊
山
町
、

吉
井
町
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
合
併
し
た
「
赤

磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
の
設
立
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
に
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
代
表

百
人
が
出
席
。
荒
嶋
市
長
ら
を
来

賓
に
招
き
、
開
会
行
事
を
お
こ
な

っ
た
後
、
役
員
選
任
、
健
康
づ
く

り
や
三
世
代
交
流
の
推
進
な
ど
の

本
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認
し
ま

し
た
。 

　
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
が
加

入
で
き
る
地
域
の
高
齢
者
を
代
表

す
る
組
織
で
す
。 

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
行
政
や
他
団

体
と
連
携
し
て
活
動
を
展
開
し
ま

す
。 

 

赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員 

¡
会
　
長 

　
　
吉
房
　
信
夫
（
熊
山
地
域
） 

¡
副
会
長
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部

　
長
が
就
任
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉 

 

組
　
織 

 

統
合
後
初
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
開
か
れ
る 

「
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ 

連
合
会
」の
設
立
総
会 

開
か
れ
る 

 

▲西山公民館で開かれた山陽支部老人クラブ連合会 

▲中央公民館で開かれた 
　シルバー人材センター通常総会 

支 　 　 部  

山 陽 支 部  

赤 坂 支 部  

熊 山 支 部  

吉 井 支 部  

　 計 　  

クラブ数 

40 

22 

24 

20 

106

会 員 数  

2,693人 

1,316人 

985人 

1,295人 

6,289人 



3 広報あかいわ（平成17年7月号） 

　
六
月
二
日
、
桜
が
丘
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー
で
赤
磐
市
愛
育
委

員
協
議
会
総
会
お
よ
び
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
荒
嶋
市
長
が
「
健

康
で
な
け
れ
ば
、
ま
ち
の
幸
せ
は

な
い
。
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
、
続
い

て
実
盛
会
長
が
、
「
私
た
ち
二
百

九
十
人
の
愛
育
委
員
が
、
健
康
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地

域
の
実
状
に
応
じ
た
活
動
を
展
開

し
、
市
民
の
健
康
と
福
祉
増
進
に

努
め
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
あ
い

さ
つ
を
さ
れ
た
。 

　
そ
の
後
、
末
藤
県
議
会
議
員
、

西
岡
県
議
会
議
員
、
山
田
市
議
会

議
長
そ
し
て
東
備
保
健
所
下
川
保

健
課
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
開

会
行
事
を
お
え
ま
し
た
。 

　
続
い
て
議
事
を
行
い
、
役
員
の

選
出
や
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を

協
議
し
ま
し
た
。 

　
協
議
終
了
後
、
岡
山
学
芸
館
高

等
学
校
参
与
、
森
美
智
子
先
生
の

「
家
庭
の
中
に
愛
が
あ
り
ま
す
か

ー
三
つ
児
の
魂
百
ま
で
」
と
題
し

た
今
後
の
愛
育
委
員
活
動
の
指
針

と
な
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

赤
磐
市
愛
育
委
員
協
議
会
役
員 

¡
会
　
長 

　
　
実
盛
八
重
子
（
熊
山
地
域
） 

¡
副
会
長 

　
　
小
倉
美
智
恵
（
山
陽
地
域
） 

¡
副
会
長 

　
　
清
水
　
敏
子
（
赤
坂
地
域
） 

¡
副
会
長 

　
　
光
信
　
一
恵
（
吉
井
地
域
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉  

　
六
月
六
日
、
市
立
中
央
公
民
館

二
階
大
集
会
室
で
赤
磐
市
栄
養
改

善
協
議
会
総
会
お
よ
び
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
杉
本
会
長
が
、

「
合
併
最
初
の
記
念
す
る
会
で
す
。

今
ま
で
栄
養
委
員
が
、
進
め
て
き

た
健
康
づ
く
り
を
継
続
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
家
庭
か
ら
地
域
へ
、

学
校
へ
と
心
の
通
い
合
う
活
動
が

楽
し
く
で
き
る
よ
う
栄
養
委
員
、

百
八
十
七
人
が
一
丸
と
な
っ
て
活

動
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
荒
嶋
市
長
が

「
昨
年
、
東
備
地
域
栄
養
委
員
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、
朝
食
を
食
べ

よ
う
大
作
戦
で
県
か
ら
夢
づ
く
り

推
進
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
喜
ば
し
く
、
赤
磐
市
栄
養
委

員
の
ひ
と
り
一
人
の
ご
活
躍
の
結

果
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
の
会
の
発

展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
」
と

激
励
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
末
藤
県
議
会
議
員
、

西
岡
県
議
会
議
員
、
山
田
市
議
会

議
長
そ
し
て
東
備
保
健
所
徳
山
所

長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
開
会
行

事
を
お
え
ま
し
た
。 

　
続
い
て
議
事
を
行
い
、
役
員
の

選
出
や
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を

協
議
し
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
前
岡
山
県
栄
養

改
善
協
議
会
長
、
藤
井
秀
子
さ
ん

の
「
栄
養
委
員
の
任
務
と
心
得
」

と
題
し
た
栄
養
委
員
活
動
の
指
針

と
な
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
役
員 

¡
会
　
長 

　
　
杉
本
　
睦
子
（
吉
井
支
部
） 

¡
副
会
長 

　
　
林
　
　
信
娃
（
山
陽
支
部
） 

¡
副
会
長 

　
　
藤
原
　
良
子
（
赤
坂
支
部
） 

¡
副
会
長 

　
　
末
藤
知
恵
子
（
熊
山
支
部
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉  

赤
磐
市
愛
育
委
員
協
議
会
発
足 

赤磐市栄養改善協議会発足 

▲中央公民館で開かれた赤磐市栄養改善 
　協議会総会および研修会 

▲桜が丘いきいきセンターで開かれた赤磐市愛育委員協議会 
　総会および研修会 



4広報あかいわ（平成17年7月号） 

　
五
月
十
四
日
（
土
）
に
は
高
陽
中

学
校
で
、
六
月
四
日
（
土
）
に
は
桜

が
丘
中
学
校
、
赤
坂
中
学
校
、
磐
梨

中
学
校
、
吉
井
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ

体
育
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
の

皆
さ
ん
は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。 

青
空
青
空
の
も
と
大
き
な
歓
声
歓
声 
青
空
青
空
の
も
と
大
き
な
歓
声
歓
声 
青
空
の
も
と
大
き
な
歓
声 

市
内
中
学
校
体
育
大
会
開
か
れ
る 

周匝コスモスまつり実行委員会が 
夢づくり推進賞を受賞 

周匝コスモスまつり実行委員会が 
夢づくり推進賞を受賞 

▲桜が丘中学校男子による組体操 

▼赤坂中学校 綱引き 

▼磐梨中学校 フォークダンス 

▲高陽中学校入場行進 

t
吉
井
中
学
校
二
年
生
の
学
年
種
目
・
騎
馬
戦 



5 広報あかいわ（平成17年7月号） 

青
空
の
も
と
大
き
な
歓
声 

青
空
の
も
と
大
き
な
歓
声 

永
年
勤
続
町
内
会
長
・
区
長
等 

知
事
表
彰
を
受
賞 

特
別
表
彰 

善
行
銀
賞
を
受
賞 

　
五
月
十
八
日
（
水
）
岡
山
県
庁
で
十
五
年
以

上
町
内
会
長
・
区
長
を
務
め
た
人
に
贈
ら
れ
る

永
年
勤
続
町
内
会
長
・
区
長
等
知
事
表
彰
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
桜
が
丘
東
五
丁
目
自
治
会
長

の
西
岡
康
雄
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
西
岡
さ
ん
は
、
自
治
会
長
と
し
て
十
七
年
目

を
迎
え
ら
れ
、
現

在
も
桜
が
丘
地
域

安
全
推
進
協
議
会

委
員
な
ど
地
区
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

西
岡
康
雄
さ
ん 

福
田
輔
市
さ
ん 

　
五
月
に
開
催
さ
れ
た
、
市
議
会
臨
時

議
会
で
新
し
く
承
認
、
選
任
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

教
育
委
員
会
委
員 

　
五
月
二
十
日
（
金
）
に
教
育
委
員
会

を
開
催
し
次
の
と
お
り
教
育
委
員
長
、

教
育
長
を
選
任
し
ま
し
た
。 

　
委
員
長
　
小
原
捷
一 

　
教
育
長
　
渡
辺
勝
也 

　
委
　
員
　
馬
場
　
駿 

　
　
　
　
　
吉
田
重
隆 

　
　
　
　
　
矢
部
恭
輔 

監
査
委
員 

　
津
島
信
義
　
　
実
光
　
守 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員 

　
木
津
恒
良
　
　
野
田
　
博 

　
中
島
鎌
一
　
　
鈴
木
　
昭 

　
杉
本
　
　
　 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員 

　
難
波
暎
祥
　
　
岸
本
文
雄 

　
額
田
吉
範
　
　
中
原
　
淳 

 

　
桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議
会
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
や
組
織
の
充
実
性
な

ど
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
モ
デ
ル
事
業

の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
全
国
百
地
区
の
う
ち
の
一
地
区
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
モ
デ
ル
事
業
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
自
主
防
犯
活
動
を
積
極
的
に
支
援
、
活
性
化
す
る

た
め
警
察
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
磐
警
察
署
） 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街 

桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議
会
が 

「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
モ
デ
ル
地
区
に 

 
教
育
委
員
会
委
員
、監
査
委
員 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た 

 

　
六
月
二
日
（
木
）
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

永
年
に
わ
た
り
善
行
を
実
践
し
た
人
に
、
社
団

法
人
日
本
善
行
会
か
ら
贈
ら
れ
る
特
別
表
彰
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
周
匝
の
福
田
輔
市
さ
ん
が

善
行
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
福
田
さ
ん
は
、
交
通
事
故
防
止
、
環
境
美
化

活
動
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
、
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。 

 

　平成8年の新周匝橋開通を契機に、荒
れていた吉井川堤防に地域住民がコスモ
スを植え付けました。今では「コスモス
街道」と名づけられ、毎年まつりを開く
まで美しくなりました。「周匝コスモス
まつり実行委員会」は、その活動がみと
められ、県の「夢づくり推進賞」を受賞
しました。 

周匝コスモスまつり実行委員会が 
夢づくり推進賞を受賞 

周匝コスモスまつり実行委員会が 
夢づくり推進賞を受賞 

周匝コスモスまつり実行委員会が 
夢づくり推進賞を受賞 

▲年々盛り上がり、地域の恒例イベントになった 
　周匝コスモスまつり 

　
左
か
ら
原
正
義
委
員
長 

t
難
波
公
正
副
委
員
長 

小　原　捷　一 
教育委員長 

渡　辺　勝　也 
教育長 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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赤
磐
市
で
は
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
一
層
推

進
す
る
た
め
に
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
市
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、

ま
た
は
取
得
し
た
文
書
・
図
画
な
ど
の
公
文
書
を

皆
さ
ん
が
閲
覧
し
た
り
写
し
を
請
求
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
市
政
と
皆
さ
ん
と
の

相
互
の
よ
り
よ
き
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め

に
、
よ
り
有
効
な
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
の

で
、
積
極
的
な
制
度
の
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
、
皆

さ
ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
、
公
正
で
信
頼
さ
れ

る
市
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
基
本
的
な
取
扱
い
の

ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
個
人

情
報
を
見
た
り
訂
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。 

市 　 長（ 町 　 長 ） 

教 育 委 員 会  

選 挙 管 理 委 員 会  

監 査 委 員  

農 業 委 員 会  

固定資産評価審査委員会 

議 会  

市（町）がその全額を出資する法人 

合 計  

２ 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

５ 

　 

 

　 

 

 

 

２ 

 

２ 

１ 

　 

 

 

 

　 

 

 

１ 

１ 

　 

 

 

 

　 

 

 

１ 

　

　 

１ 

 

 

 

　 

 

１ 

実　施　機　関 
請　求　件　数 

うち期間延長 開　示 部分開示 不開示 取下げ 

処　理　状　況 

■不服申立て及びその処理状況 
　（１） 不服申立て件数　０件 
　（２） 不服審査会における答申及び審理中案件　０件 
　※件数は、合併前の旧山陽町、旧赤坂町、旧熊山町及び旧吉井町の件数を合計したものです。 
 

情報公開制度の平成１６年度運用状況 

■公文書開示請求の状況 

公正で開かれた市政、個人情報を 　保護　　保護し信頼される市政を進めます 　保護し信頼される市政を進めます 

▲本庁2階に設けている窓口 

情報公開制度と個人情報保護制度 
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市
の
個
人
情
報 

　
　
　
保
護
制
度
の
概
要 

 

　
市
が
個
人
情
報
を 

 

　
　
取
り
扱
う
と
き
の
ル
ー
ル 

 【
利
用
・
取
得
に
関
す
る
ル
ー
ル
】 

　
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、
利
用
目
的

を
で
き
る
限
り
特
定
し
、
本
人
か
ら
収
集
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
利
用
目
的
の
達
成
に

必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
い

ま
せ
ん
。 

【
適
正
・
安
全
な
管
理
に
関
す
る
ル
ー
ル
】 

　
個
人
情
報
を
保
護
す
る
責
任
体
制
を
明
ら
か

に
し
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
・
滅
失
な
ど
が
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
個
人
情
報
は
正
確
か
つ
最
新
の
も
の

と
し
、
不
必
要
な
も
の
は
確
実
・
迅
速
に
廃
棄

や
消
去
を
し
ま
す
。 

 【
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
ル
ー
ル
】 

　
目
的
外
の
利
用
や
外
部
提
供
が
で
き
る
の
は
、

本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
な
ど
に
限
り
ま
す
。 

  

　
個
人
情
報
の
開
示
手
続
き
な
ど 

　 【
請
求
の
で
き
る
人
】 

　
住
所
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
に
自
分
の

情
報
を
管
理
さ
れ
て
い
る
人 

 【
請
求
で
き
る
内
容
】 

◇
開
示
請
求
＝
自
分
に
関
す
る
情
報
の
閲
覧
ま

　
た
は
写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き 

　
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
個
人
情
報
は
開
示
し

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

¡
法
令
等
に
よ
り
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
と
さ
れ
て
い
る
も
の 

¡
個
人
の
評
価
、
診
断
、
判
定
、
指
導
、
相
談

　
な
ど
に
関
す
る
も
の 

¡
第
三
者
の
正
当
な
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
お

　
そ
れ
の
あ
る
も
の 

¡
犯
罪
の
予
防
、
人
の
生
命
、
身
体
ま
た
は
財

　
産
の
保
護
な
ど
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支

　
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の 

¡
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
ま
た

　
は
事
業
に
関
す
る
情
報
で
、
事
務
ま
た
は
事

　
業
の
適
正
な
執
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す

　
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

◇
訂
正
請
求
＝
開
示
を
受
け
た
自
分
に
関
す
る

　
情
報
に
誤
り
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
訂
正

　
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◇
削
除
請
求
＝
自
分
に
関
す
る
情
報
が
、
収
集
・

　
取
扱
い
の
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
と
き
は
、

　
そ
の
削
除
を
請
求
で
き
ま
す
。 

◇
目
的
外
利
用
な
ど
の
中
止
請
求
＝
自
分
に
関

　
す
る
情
報
が
利
用
お
よ
び
提
供
の
ル
ー
ル
に

　
違
反
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
目
的
外
利
用

　
や
外
部
提
供
な
ど
の
中
止
を
請
求
で
き
ま
す
。 

 【
請
求
の
方
法
】 

　
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
の
請
求
は
、
本
庁
総

務
部
総
務
課
で
所
定
の
請
求
書
に
記
載
し
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま

せ
ん
）
。
こ
の
と
き
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
訂
正
・
削

除
お
よ
び
目
的
外
利
用
な
ど
の
中
止
の
請
求
の 

場
合
は
、
そ
の
事
実
関
係
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
に
な
り
ま
す
。 

 【
開
示
な
ど
の
決
定
】 

　
開
示
な
ど
の
請
求
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

十
五
日
以
内
に
そ
の
可
否
の
決
定
を
行
い
ま
す

（
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
三
十
日

以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。 

 

　
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
相
談
は
、 

　
本
庁
総
務
部
総
務
課
文
書
法
制
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
７
８
２
ま
で 

    　
五
月
三
十
一
日 

t
山
陽
小
学
校
二
年
生
が
、市
役
所
を
見
学
し
ま
し
た 

公正で開かれた市政、個人情報を　　　　保護し信頼される市政を進めます 公正で開かれた市政、個人情報を　　
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夏
季
大
会
■
9
月
10
日
〜
13
日 

秋
季
大
会
■
10
月
22
日
〜
27
日 

【問い合わせ先】 
　本庁国体推進室　10869-55-1607

山陽会場 

【問い合わせ先】 
　熊山支所国体推進室　108699-5-1207

熊山会場 

民泊協力調理実習スタート！ 

熊山花いっぱい運動講習会 

 

　山陽地域では、5月23日（月）の長尾民泊協力会を皮切りに、国体本番
で選手・監督へ提供する食事の調理実習を各民泊拠点施設（集会所など）
で開催しています。これは民泊拠点施設で本番と同様の献立を実際に調理し、
本番ではよりスムーズで安全な食事提供ができるよう検証するものです。 
　調理実習の前には、標準献立地区指導員による手洗いや消毒・殺菌方法、
衛生面の注意点などといった食品衛生の講習を行いました。参加された皆
さんはとても真剣に聞き入り、また、実習中は手洗いを徹底するなどしっ
かり取り組んでいました。 
　山陽地域で提供される食事は、標準献立地区指導員が考案したオリジナ
ルメニューです。これに地域色が出るように調味料の分量や調理手順を変
えるなどといった工夫をされていた地区もありました。 
　7月下旬までにすべての民泊協力会（10地区・町内会）を対象に研修を
行います。安全でおいしい食事が提供できるよう、各民泊協力会が一丸と
なって取り組んでいきます。 
 

　5月20日（金）くまやまふれあいセンターで、赤磐市熊山花いっぱい運
動講習会を開催しました。 
　昨年のリハーサル大会で会場装飾を担当した農マル園芸の石塚孝泰さん
を講師に招き、種の蒔き方と育苗方法を中心に講習しました。 
　講習会には、各地区の代表者、花育成団体、市民ボランティアなど200
人を超える市民が参加しました。参加者は約1時間の講義の後、実際に育苗
トレイに5種類の種まきをしました。参加者の中には、講師の先生に今後の
育苗の方法を直接聞くなど、とても熱心でした。 
　次回は7月に、プランターに移植するための講習会を行う予定です。暑い
夏を乗り切って、10月の国体開催時には、地区が花いっぱいになるように
愛情いっぱい育てていきましょう。 
 ☆種まきした花☆ 

マリーゴールド 百日草（ジニア） サルビア メランポディウム なでしこ 

空中美術館特別展 
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【問い合わせ先】 
　赤坂支所管理課　10869-57-2226

赤坂会場 

パワーリフティング競技（デモスポ行事） 
参加申込受付中！！ 

夏季大会まで 

秋季大会まで 
6月30日現在 

あ
と
 

　参加申込書（パワーリフティングの部、ベンチプ
レスの部）へ必要事項を記入の上、赤磐市赤坂実行
委員会事務局へ申し込んでください。 
　参加申込書は事務局で用意しています。また、県
国体・障害者スポーツ大会局ホームページ（URL 
http://www.pref.okayama.jp/kokutai/）からもダウ
ンロードできます。 
★参加資格 
　q県内に居住している県パワーリフティング協会
　　に登録している人 
　w平成17年4月1日現在、満13歳以上の健康で体
　　力に自信がある人 
　　※未成年者は保護者の同意が必要です。 
　e1年以上のパワーリフティング試技の経験を有
す　　る人 
★申込期限　9月1日（木）必着　　 
　※以後の申込は受け付けません。 
★参加人数　60人　　 
　※60人を超える場合、県パワーリフティング協会
　　で検討し決定します。 
 

もうすぐ夏季大会 
１００日前イベント in 城山 
　5月22日（日）第18回城山公園まつりに合わせて、
国体夏季大会100日前イベントが開催されました。 
　国体のPRや国体に関したクイズが出題されたり、
マスコットの「ももっち」が登場したり「晴れの国
おかやま国体」に向かっての啓発活動が行われました。 
　また、元オリンピック選手の梶谷選手（現岡山大
学教育学部助教授）から、国体成功に向かって熱いエー
ルが送られました。 

　岡山市栄町商店街のアーケードを利用してのぼりなどを飾る「空中
美術館」で、空中美術館特別展「晴れの国おかやま国体　応援旗展」
を開催することになりました。 
　赤磐市でも、山陽北小学校・磐梨小学校・吉井中学校の児童・生徒
がそれぞれ応援旗を作成しました。旗には「ガンバレ」などの選手へ
の応援メッセージも書かれています。 
　競技開催地区すべての応援旗を飾る予定となっていますので、ぜひ
見に行ってください。 
 

【問い合わせ先】 
　吉井支所国体推進室　10869-54-1146

吉井会場 

　５月下旬に、山陽・赤坂・熊山・吉井各実行委員会が、それ
ぞれ総会を開催しました。 
　国体本番に向け、各競技・地域の事業計画などを決定しました。 
 

●各実行委員会総会開催 

秋季大会は 
ロード・レース競技 

空中美術館特別展 
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介
護
 ３ 

       　
熊
山
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
少

し
の
空
き
時
間
や
場
所
で
手
軽
に

で
き
る
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

て
も
、
気
が
つ
け
ば
体
力
が
落
ち

て
い
る
、
介
護
に
忙
し
く
、
つ
い
、

自
分
の
事
は
後
回
し
に
な
っ
て
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
と
い
う
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

無
理
を
し
な
い
で
、
長
続
き
で
き

る
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 体
操
を
続
け
る
五
つ
の
こ
つ
 

 q
一
緒
に
体
操
出
来
る
家
族
や
友

　
人
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

w
無
理
な
く
生
活
リ
ズ
ム
に
体
操

　
の
時
間
を
組
み
込
み
ま
し
ょ
う
。 

e
目
標
を
達
成
し
た
と
き
、
自
分

　
へ
の
ご
ほ
う
び
を
決
め
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。 

r
体
操
の
効
果
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。 

t
自
分
の
身
体
に
合
わ
せ
て
、
け

　
が
や
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

  

★
《
腹
筋
を
鍛
え
て
腰
痛
予
防
》 

　
腹
筋
を
鍛
え
る
と
姿
勢
が
よ
く

な
り
、
腰
痛
予
防
に
な
り
ま
す
。 

         ★
《
片
足
を
持
ち
上
げ
腹
部
を
強
化
》 

　
背
骨
や
腰
を
支
え
る
腹
部
や
股

関
節
を
鍛
え
る
運
動
で
す
。 

              ★
在
宅
介
護
に
つ
い
て
お
気
軽
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

熊
山
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
 

1
０
８
６
９
９
（
５
）２
３
５
０
 

『
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
 

　
　
　
で
き
る
健
康
運
動
』
 

q仰向けに寝て膝を90度に曲げて手
　を頭の後ろか胸の前で組む。 
w息を吐きながら背中を丸め、ゆっくり
　上体を起こす。おへそをのぞきこむ
　ようにし、息を吸いながら元の姿勢 

q両足を伸ばして座り、両手を後ろにつく。 
w片方の膝を曲げて、息を吐きながら胸の前に交互に
　引きつける 

●山陽会場 
７月１８日(月)海の日　午前８時～ 
山陽ふれあい公園多目的広場ほか 

＜主な予定＞ 
　qももっち体操体験会 
　　（みんなで体操しよう！） 
　w赤磐市炬火採火式 
　　（みんなの力で火をつけよう！） 
　e１００日前決起集会 
　　（がんばる人たちを紹介します！） 
　rおもてなし講習会 
　　（お客さんを迎える準備をしよう！） 
　tバレーボール観戦のススメ 
　　（シーガルズ紅白戦に学ぶ楽しみ方！） 
　　※午前中に終了予定 

 
 

 
ももっち体操を一緒に踊ってくれて、
炬火採火式を手伝ってくれる市内在住の
子どもたち(小学生以下・100人程度)を大
歓迎します。当日7時50分までに山陽ふれあ
い公園多目的広場に集まってね。手伝ってく
れた子には、ステキな国体グッズをプレゼ
ント！抽選で、8月10日岡山後楽園にて
開催される炬火集火式で、赤
磐市の炬火を運ぶ代表に選
ばれるチャンス！ 

きょ   か    さい    か   しき 

特別ゲスト 
 ¡おもてなし講習会 
 　　　講師：佐野佐知子 
 ¡シーガルズバレーボールチーム 



夏の暑さを乗り切ろう 
熱中症に気をつけましょう！ 
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シリーズe

　
毎
年
暑
い
時
期
に
な
る
と
、「
熱

中
症
」
で
病
院
に
運
ば
れ
尊
い

命
を
失
わ
れ
た
と
い
う
報
道
を

目
に
し
ま
す
。 

　
熱
中
症
は
水
分
不
足
や
体
温

の
上
昇
に
よ
り
起
き
る
病
気
で

す
。
熱
中
症
で
よ
く
聞
く
も
の

と
し
て
は
、
日
射
病
や
熱
射
病

が
あ
り
ま
す
。
程
度
に
よ
り
症

状
は
様
々
で
す
が
、
生
命
に
か

か
わ
る
重
篤
な
症
状
を
き
た
す

こ
と
も
あ
る
病
気
で
す
。 

　
真
夏
の
運
動
や
作
業
の
時
に

起
こ
る
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
運
動
や
作
業
中
以
外
に
も
、

湿
度
の
高
い
と
き
や
風
通
し
の

悪
い
室
内
で
も
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
、
熱

中
症
の
特
徴
を
理
解
し
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。 

 
　
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
条
件 

 

q
な
り
や
す
い
環
境 

¡
高
温
、
多
湿
、
無
風 

¡
強
い
日
差
し 

¡
梅
雨
明
け
直
後 

¡
前
日
に
比
べ
急
に
気
温
が
上

　
昇
し
た
日 

¡
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
砂
の
上
な

　
ど
で
活
動
す
る
と
き 

w
か
か
り
や
す
い
人 

¡
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人 

¡
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
体

　
力
の
な
い
人 

¡
体
調
不
良
の
人
（
発
熱
・
下

　
痢
・
疲
労
・
け
が
な
ど
） 

¡
睡
眠
不
足
の
人 

¡
二
日
酔
い
の
人 

¡
以
前
熱
中
症
に
か
か
っ
た
こ

　
と
の
あ
る
人 

 

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

 

q
身
体
に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

¡
吸
湿
性
や
通
気
性
の
高
い
ゆ

　
っ
た
り
と
し
た
衣
服
を
選
ぶ
。 

¡
色
は
熱
を
吸
収
し
に
く
い
白

　
っ
ぽ
い
服
を
選
ぶ
。 

¡
つ
ば
の
広
い
帽
子
や
日
傘
で

　
直
射
日
光
が
当
ら
な
い
よ
う

　
に
（
特
に
首
の
後
ろ
）
工
夫

　
す
る
。 

w
水
分
補
給
と
休
息
を
と
り
ま

　
し
ょ
う
。 

¡
喉
が
渇
い
た
！
と
思
う
前
に

　
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。 

¡
運
動
や
長
時
間
の
作
業
時
に

　
は
、
塩
分
補
給
も
で
き
る
ス

　
ポ
ー
ツ
飲
料
を
補
給
す
る
。 

¡
運
動
や
作
業
の
合
間
に
、
日

　
の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
よ

　
い
場
所
で
こ
ま
め
に
休
息
を

　
と
る
。 

 

　
熱
中
症
の
分
類
・
主
な
症
状

と
応
急
手
当
の
方
法
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。 

　
熱
中
症
の
特
徴
や
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
参
考
に
、
賢
く

元
気
に
夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。 

 

痛みを伴う四肢や腹部の筋肉のけ
いれん（こむらかえりなど） 

冷や汗・手足が冷たい・数秒間の意
識消失 

強い疲労感・脱力感・めまい・頭痛・
吐き気 

1分以上の意識消失・うわごと・幻覚
などの脳神経症。わきの下の体温
で38℃以上が目安。 

食塩水を飲ませ涼しいところで安静にさせる。 

涼しいところで衣服を緩めて足を高くし休ませる。意識があれば
食塩水やスポーツドリンクを与える。意識がなければ病院に運ぶ。 

基本的に日射病・熱失神と同じ。意識の有無にかかわらず病院へと
運ぶ。 

一刻も早く救急車を呼ぶ。待つ間は冷却（水をかけてあおいだり、
首、脇の下、足の付け根などを水で冷やす）。 

熱けいれん 

日射病・熱失神 

熱疲労 

熱射病 

軽　　症 

重　　度 分　　類 主な症状 応急手当の方法 

軽　　症 

中 等 症 

重　　症 

じ
ゅ
う
と
く 

これからの厳しい夏を無事に乗り切りましょう 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

図書館の紹介 

『おはなし会』 

　3月7日の合併により赤磐市に4つの市立図書館が誕生しました。 
　それぞれの図書館の活動を順番に紹介しています。 
　今回は、おもに吉井図書館の紹介です。 

　館内にはインターネットコーナーやビデオ、CDが視聴できるブースがありま
す。どなたでも楽しむことができます。カウンターまでお申し込みください。 

日 時  
場 所  

7月9日（土）午後2時～（30分程度） 
吉井図書館　児童コーナー 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に 

ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

    

手
作
り
絵
本
教
室 

　
絵
を
描
い
た
り
、写
真
を
貼
っ
た

り
し
て
、世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
絵

本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
で

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

〈
中
央
図
書
館
〉 

　
七
月
二
十
四
日（
日
）　 

　
　
　
三
十
一
日（
日
）　 

　
八
月
　
　
七
日（
日
）　 

　
午
前
十
時
か
ら
正
午 

〈
熊
山
図
書
館
〉 

　
七
月
　
三
十
日（
土
） 

　
八
月
　
　
六
日（
土
） 

　
　
　
　
二
十
日（
土
） 

　
午
前
十
時
か
ら
正
午 

講
　
師
　
久
山
和
子 

定
　
員
　
二
十
人（
先
着
順
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
先
　
各
図
書
館 

    

図
書
館
キ
ラ
キ
ラ
講
座 

★
切
り
紙
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

　
「
切
り
紙
」で
自
分
だ
け
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

日
　
時
　
七
月
十
六
日（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

 

★
わ
れ
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
を 

　
つ
く
ろ
う
！ 

　
不
思
議
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
プ
リ

ズ
ム
テ
ー
プ
と
オ
ー
ロ
ラ
テ
ー
プ
を

毎月第2土曜日に開催 
朗読ボランティアのみなさんによる 
絵本や紙しばいのよみきかせです。 

雑誌のリサイクル、アニメ映画会、 
スタンプラリーなども計画しています。 
お楽しみに。 

至 岡山 

ラ
イ
フ 

プ
ラ
ザ
吉
井 

１
階 

吉井郷土 
資料館 

吉井会館（公民館） 

吉井支所 

至 美作 

周匝郵便局 

吉井中 

吉井図書館 

▲紙しばいに見入る幼児 

▲雑誌のリサイクルに参加した人たち 

▲インターネットを楽しむ子どもたち 



諸
国
の
天
女
は
漁
夫
や
猟
人
を
夫
と
し
て
 

い
つ
も
忘
れ
得
ず
想
つ
て
ゐ
る
。
 

底
な
き
天
を
翔
け
た
日
を
 

 人
の
世
の
た
つ
き
の
あ
は
れ
な
い
と
な
み
 

や
す
む
間
な
き
あ
し
た
夕
べ
に
 

わ
が
忘
れ
ぬ
喜
び
を
人
は
知
ら
な
い
。
 

井
の
水
を
汲
め
ば
そ
の
中
に
 

天
の
ひ
か
り
が
映
つ
て
ゐ
る
。
 

花
咲
け
ば
花
の
中
に
 

か
の
日
の
天
の
着
物
が
み
え
る
。
 

雨
と
風
と
が
さ
ゝ
や
く
あ
こ
が
れ
 

我
が
子
に
唄
へ
ば
そ
ら
ん
じ
て
 

何
を
意
味
す
る
と
か
思
ふ
の
だ
ら
う
。
 

 せ
め
て
ぬ
る
め
る
春
の
波
間
に
 

或
る
日
は
か
づ
き
つ
な
げ
か
へ
ば
 

涙
は
か
ら
き
潮
に
ま
じ
り
 

空
は
は
る
か
に
金
の
ひ
か
り
 

あ
ゝ
遠
い
山
々
を
す
ぎ
ゆ
く
雲
に
 

わ
が
分
身
の
の
り
ゆ
く
姿
 

さ
あ
れ
か
の
水
蒸
気
み
ど
り
の
方
へ
 

い
つ
の
日
か
去
る
日
も
あ
ら
ば
 

い
か
に
嘆
か
ん
わ
が
人
々
は
 

 き
づ
な
は
地
に
あ
こ
が
れ
は
空
に
 

う
つ
く
し
い
樹
木
に
み
ち
た
岸
辺
や
谷
間
で
 

い
つ
か
年
月
の
ま
に
 

冬
す
ぎ
春
来
て
諸
国
の
天
女
も
老
い
る
 

 　
（
『
諸
国
の
天
女
』
一
九
四
〇
年
八
月
　
河
出
書
房
）
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人 hito

【永瀬清子の詩を読むw】 

諸
国
の
天
女
 

  

　
詩
「
諸
国
の
天
女
」
は
詩
誌
「
四

季
」
第
四
十
四
号
（
一
九
三
九
年
一

月
）
に
発
表
の
後
、
第
二
詩
集
『
諸

国
の
天
女
』
の
表
題
作
と
し
て
再

録
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
詩
は
永
瀬
清
子
自
身
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
柳
田
国
男
の
「
日

本
民
俗
学
講
座
」
で
天
女
昇
天
の

伝
説
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
り
書
か
れ

た
詩
で
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
天
上
よ
り
も
地
上

を
選
ん
だ
天
女
の
詩
と
捉
え
ら
れ

て
お
り
、
「
憧
れ
や
幻
想
を
捨
て
て

選
び
取
っ
た
地
上
」
（
新
井
豊
美
）、

「
諸
国
の
（
平
凡
な
）
女
た
ち
の

翔
び
た
い
が
そ
う
で
な
い
生
き
か
た

を
後
押
し
し
て
い
る
」
（
井
坂
洋
子
）、

「
果
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
あ
こ
が

れ
を
持
ち
な
が
ら
生
き
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
」
（
虫
明
美
喜
）

と
い
っ
た
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

　
そ
こ
で
詩
句
を
確
認
し
て
み
る
と
、

第
一
連
で
は
「
諸
国
の
天
女
」
は

か
つ
て
暮
ら
し
て
い
た
天
を
回
想
し
、

続
く
第
二
連
で
「
井
の
水
」
と
い

う
地
下
深
い
も
の
と
、
「
天
の
ひ
か

り
」
の
対
比
や
、
「
花
の
中
」
と

「
天
の
着
物
」
の
対
比
が
な
さ
れ
、

こ
こ
で
の
視
線
は
上
か
ら
下
へ
向
か

っ
て
い
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
が
第
三
連
で
は
、
天
女

が
流
し
た
涙
が
潮
に
ま
じ
っ
た
か

と
思
う
と
、
そ
の
水
が
蒸
発
し
て

雲
に
な
り
、
「
わ
が
分
身
」
と
共

に
天
へ
昇
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
視

線
が
上
下
に
動
い
て
い
ま
す
。
 

　
つ
ま
り
「
諸
国
の
天
女
」
の
体

は
地
上
に
あ
る
も
の
の
、
視
線
は
「
分

身
」
と
し
て
天
地
を
往
来
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

第
四
連
で
は
天
地
を
往
来
す
る
視

線
を
持
ち
続
け
地
上
で
暮
ら
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
前
掲
の
よ

う
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、

往
来
す
る
視
線
の
う
ち
地
上
へ
の

視
線
を
重
視
し
て
い
る
た
め
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
永
瀬
清
子
は
む
し

ろ
、
天
上
も
地
上
も
等
し
く
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

　
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
な
い
ど
こ

か
良
い
場
所
が
あ
る
と
考
え
る
の

で
は
な
く
自
分
の
お
か
れ
た
場
所

を
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
こ
で
自
分

を
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
た
め
に

現
実
と
「
あ
こ
が
れ
」
を
冷
静
に

見
つ
め
る
視
線
が
往
来
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
後
年
、
永
瀬
清
子
は
「
自
我

を
き
ち
ん
と
守
る
事
が
で
き
、
ま

わ
り
の
人
々
の
中
で
の
自
分
を
全

体
的
に
肯
定
で
き
る
な
ら
ど
こ
に
い

て
も
い
い
の
だ
と
思
う
」
と
、
自

分
の
心
の
あ
り
方
が
住
む
場
所
を

快
適
に
も
不
快
に
も
す
る
こ
と
を

述
べ
て
い
ま
す
。
 

　
し
た
が
っ
て
詩
「
諸
国
の
天
女
」

に
は
、
肯
定
的
に
生
の
あ
り
方
を

見
つ
め
る
視
線
が
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
視
線
は
、
私
た
ち

自
身
の
生
活
を
振
り
返
る
う
え
で

も
貴
重
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

（
永
瀬
清
子
展
示
室
　
白
根
直
子
） 

 〈
参
考
文
献
〉
永
瀬
清
子
「
地
方

と
中
央
」
『
黄
薔
薇
』
（
一
九
九
三
年

三
月
）
他
 

▲詩集『諸国の天女』出版記念会 
　前列：右から4人目永瀬清子、右から3人目北川冬彦、 
　右から5人目佐藤惣之助。後列：右から7人目深尾須磨子 
 

使
っ
て
作
り
ま
す
。 

日
　
時
　
八
月
二
十
七
日（
土
） 

　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分 

定
　
員
　
各
二
十
人（
先
着
順
） 

　
※
い
ず
れ
か
一つ
の
参
加
も
可 

　
※
三
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

　
　
く
だ
さ
い
。   

参
加
費
　
無
料 

場
所
・
申
込
先
　
熊
山
図
書
館 

    

図
書
館
お
ば
ち
ゃ
ん
の 

　
　  

楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
！ 

　
「
こ
ま
っ
た
さ
ん
」の
本
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
本
を
見
な
が
ら
お
料

理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

★
お
い
し
い
よ
、ハ
ン
バ
ー
グ 

日
　
時
　
七
月
三
十
一
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

 

★
大
好
き
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
　 

日
　
時
　
八
月
二
十
八
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

定
　
員
　
各
二
十
人（
先
着
順
）

　
※
い
ず
れ
か
一つ
の
参
加
も
可 

　
※
三
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

　
　
く
だ
さ
い
。 

参
加
費 

　
実
費
二
百
円
程
度（
当
日
集
金
） 

場
所
・
申
込
先
　
熊
山
図
書
館 

    

人
形
劇
ま
つ
り 

　
す
て
き
な
人
形
劇
の
世
界
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。 

日
　
時
　
七
月
三
十
日（
土
） 

　
午
後
三
時
三
十
分
〜
四
時
三

　
十
分 

場
　
所
　
熊
山
図
書
館 

　
※
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
　

　
　
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

く 
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●１歳６か月児健診 
　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●２歳６か月児歯科健診 
　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 
●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 
●七夕無料観望　１9：００～22：0０ 
　（竜天天文台） 
 

●ふれあい自然体験教室 
　9：00～17：00（中央公民館） 
●イタリア料理教室 
　10：00～13：00（西山公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　毎週土曜日14：3０～ 
　（中央図書館） 
●囲碁・将棋教室　第1・3土曜日 
　13：3０～15：30（吉井図書館） 
 

●マジック入門　10：00～12：00 
　（高月公民館） 
●おひさまおはなし会　１１：００～ 
　（熊山図書館） 
●おはなし会　 １４：００～ 
　（吉井図書館） 
●自然観察会　 9：００～12：00 
　（熊山公民館） 
●公開講座「七夕」 
　１9：００～22：0０（竜天天文台） 
 
 

●歴史講座　14：00～16：00 
　（山陽公民館） 
●男の料理教室　10：00～13：00 
　（高月公民館） 
●図書館キラキラ講座 
　10：00～（熊山図書館） 
●えほん読み聞かせ会 
　１４：００～（赤坂図書館） 
 

●乳がん検診（吉井）集団 
　吉井地域対象　13：30～14：00 
　（佐伯北研修センター） 
●よろず相談　13：0０～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 

●マジック入門　10：00～12：00 
　（高月公民館） 
●手作り絵本教室開講（全３回） 
　10：00～（熊山図書館） 
●人形劇まつり　15：30～ 
　（熊山図書館） 
 
 

●育児相談 
　対象：H１６年9月・１2月生 
　10：00～11：00 
　（山陽保健センター） 
●乳がん検診（吉井）集団 
　吉井地域対象　13：30～14：00 
　（市立吉井会館前） 

●乳がん検診（吉井）集団 
　吉井地域対象　13：30～14：00 
　（山方研修センター） 
●えほんのじかん　毎週水曜日 
　１１：００～（中央図書館） 

●乳児健診　13：00～１3：30 
　（山陽保健センター） 

●乳がん検診（吉井）集団 
　吉井地域対象　13：30～14：00 
　（吉井文化会館） 
●たんぽぽの会　１0：００～11：00 
　（赤坂公民館） 

●乳がん検診（熊山）集団 
　沢原、殿谷、グリーンタウン殿谷、
　佐古、岡、酌田地区対象 
　13：00～13：30（いわなし幼稚園） 
●たんぽぽの会　１0：００～11：00 
　（赤坂公民館） 
●園芸講座　１4：００～15：00 
　（熊山公民館） 

●乳がん検診（熊山）集団 
　桜が丘東1～6丁目地区対象 
　13：00～13：30 
　（桜が丘いきいき交流センター） 

●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 
●母親学級　9：3０～１2：0０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 

●年金相談　１0：００～１5：0０ 
　（熊山支所2階第2会議室） 
●合同相談　１3：００～14：00受付 
　（吉井支所相談室） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
 

●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 
●マジック入門　10：00～12：00 
　（高月公民館） 
●親子陶芸入門　14：00～16：00 
　（山陽公民館） 

●乳がん検診（吉井）集団 
　吉井地域対象　13：30～14：00 
　（仁美農村振興センター） 
●なかよし囲碁教室 
　8月19日まで毎週金曜日 
　13：3０～16：00（山陽公民館） 
 

●乳がん検診（熊山）集団 
　可真下、可真上、弥上、野間、稗田、
　石蓮寺地区対象 
　13：00～13：30（熊山老人憩いの家） 
●シーカヤック教室 
　9：3０～18：30（西山公民館） 
 

●乳がん検診（熊山）集団 
　円光寺、東円光寺、畑、吉原、 
　河田原、釣井、徳富、小瀬木、 
　松木、栄町、勢力、千鉢、 
　奥吉原地区対象 
　13：00～13：30（ほほえみ） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 

●乳がん検診（吉井）集団 
　吉井地域対象　14：00～14：30 
　（是里多目的集会施設） 
●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 
●よろず相談　10：0０～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 

火 水 木 金 土 

●３歳児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 
●夏休み子ども映画会 
　10：00～11：30（中央公民館） 

●離乳食講習会　１0：００～１1：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●パソコン相談室 
　13：00～20：30（中央公民館） 
●健康づくり運動教室 
　10：00～11：30 
　（吉井会館2階大ホール） 

●夏休み子ども囲碁・将棋教室 
　13：00～16：00（高月公民館） 

●夏休み子ども囲碁・将棋教室 
　13：00～16：00（高月公民館） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆図書館休館日（全館） 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

7月 

平成17年 

［医］＝休日当番医　◆＝図書館・桜が丘いきいき交流センター休館日 

14広報あかいわ（平成17年7月号） 

★乳がん検診（視触診）についてお知らせします。 
　●対　象…30歳以上の女性 
　●内　容…専門医による視診および触診 
　　山陽・赤坂地域は指定医療機関での個別検診（平成17年7月1日～8月31
　日まで）を行います。なお、指定医療機関は『広報あかいわ（6月号）』でお知
ら　せしています。熊山・吉井地域はカレンダーに記載のとおり集団検診を行
い　ます。対象地域を確認してお受けください。 



※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

△日曜日開放時間 
　９：００～１１：００、１１：３０～１３：３０、 
　１４：００～１６：００ 

8/1

●特設人権行政相談 
　10：00～１5：0０ 
　（本庁2階第1会議室） 

●交通安全日 
●晴れの国おかやま国体 
　１００日前祭 in 熊山 
　10：00～（熊山ふれあいセンター） 

●晴れの国おかやま国体 
　１００日前イベント in 山陽 
　8：00～（山陽ふれあい公園） 

●はじめてのインターネット 
　4日～15日（水・土・日曜日除く） 
　9：0０～12：00、13：30～16：30 
　18：30～21：30（中央公民館） 

3 4

10 11

17 18

24

31

25

日 月 

●交通安全日 
●なかよしクッキング 
　10：00～13：00（山陽公民館） 

●なかよしクッキング 
　10：00～13：00（山陽公民館） 

●２００５サマーナイトフェスティ
　バル in ドイツの森 
　17：30～ 
●マジック入門　10：00～12：00 
　（高月公民館） 

●手作り絵本教室開講（全３回） 
　１０：００～（中央図書館） 

●赤磐市合併記念式典 
　9：30～（山陽ふれあい公園） 
●図書館おばちゃんの楽しいク
　ッキング　１０：００～ 
　（熊山図書館） 

［医］マスカット整形外科医院 
　　1０８６-２２９-２６１１ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

［医］三島内科医院 
　　1０８６９-５５-５３１１ 
［医］道満医院 1０８６９-５７-２１１１ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］山本クリニック 
　　1０８６９-５５-８８６８ 
［医］米井医院 1０８６９-５４-０５５０ 

［医］あかいわファミリークリニック 
　　1０８６９-５５-９２５１ 
［医］越宗医院 1０８６９-５７-３０３５ 

［医］あまの耳鼻咽喉科医院 
　　1０８６９-５５-８１９１ 
［医］桜井内科 1０８６９-５７-３０１２ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 
［医］吉井医院 1０８６９-５５-５５１５ 
［医］吉田医院 1０８６９-５４-０２０２ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday
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山陽ふれあい公園 

△下記参照 

△下記参照 

△下記参照 

△下記参照 

△下記参照 

△下記参照 

開放中止 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム 屋内プール トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
 
 
 

●トレーニングルーム…３００円 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上です。６月から９月までプール
　利用料金は半額になります。 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

7
月 

日 

M O N T H L Y  S C H E D U L E

15 広報あかいわ（平成17年7月号） 

★7月の税・保険料を期限内に納めましょう 
　●固定資産税 2期 
　●国民健康保険税 2期 
　●介護保険料 2期（山陽・熊山・吉井地域） 

　8月1日まで ◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…１００円 
　　　　中学生以下…５０円 
●トレーニングルーム…１００円 

海の日 



16広報あかいわ（平成17年7月号） 

初 心 者 対 象 

◇相　談　日 
◆受 付 時 間 
◇場　　　所 
◆対応ソフト 
 
◇そ　の　他 
 
 
 
 
◆問い合わせ先 
 

　相談室では、初心者を対象にあなたのパソコンに関する
質問、素朴な疑問、悩みにお答えします。今さら、恥ずかしく
て聞けないことなど・・・・・お気軽にご相談ください。 

無料パソコン相談室 

7月21日（木） 
午後1時～8時30分 
赤磐市立中央公民館1階  第1会議室 
Ｗｉｎｄｏｗｓ，Ｗｏｒｄ，Ｅｘｃｅｌ、ホームページ･
ビルダー、公民館講座で使用するソフト 
¡事前の申込は不要です。 
¡当日、受付時間内にお越しください。 
¡セットアップ、再インストール、修理な
　どの作業は行いませんので、ご了承く
　ださい。 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069 
 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆場 　 　 所  
◇定　　　員 
◆入 場 料 
◇問い合わせ先 
 

　毎年恒例の映画会だよ！ 
〈上映作品〉 
　「10ぴきのかえる 2」「トイレの花子さん」 
　「カラスのパンやさん」 

夏休み子ども映画会 

7月26日（火）　午前10時～11時30分 
赤磐市立中央公民館2階　大集会室 
250人 
無　料 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
◆行 　 　 先  
◇講　　　師 
◆定　　　員 
◇参 加 費 
◆申 込 締 切  
◇問い合わせ先 
 

　県内最大の森林浴のメッカ。 
　森林公園へ出かけてみませんか。 

自然観察 

8月26日（金） 
午前8時30分　集合（西山公民館） 
午後5時　　　 解散（西山公民館） 
県立森林公園（苫田郡鏡野町） 
楠原　良三 
20人（先着順） 
200円 
8月13日（土） 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777 
 

西山公民館主催講座 
◇日　　　時 
 
◆講 　 　 師  
◇定　　　員 
◆参 加 費 
◇申 込 締 切  
◆問い合わせ先 
 

　簡単！ おやつ作りに挑戦してみませんか。小学生（4年生
以上）、中学生の皆さんのお越しをお待ちしています。 

ケーキ作り教室 

8月17日（水）、10月30日（日） 
午前10時～午後1時 
橋本　聡子 
20人（先着順　小･中学生優先） 
500円（各回、材料費等） 
7月30日（土） 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777 

西山公民館主催講座 

◇対　　　象 
◆内　　　容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇問い合わせ先 

　生き方、健康について目標をもち、人生を心豊かに、明る
くより実りのあるものにしていきましょう。 

寿　学　級 

高齢者 
 
午前10時20分～正午（吉井会館） 
「高齢者の健康管理」 
講師　日本赤十字社岡山県支部 
　　　能瀬貴美子、綾野美亀江　 
午前10時20分～正午（仁美振興センター） 
「高齢者の健康管理」 
講師　日本赤十字社岡山県支部 
　　　能瀬貴美子、綾野美亀江 
研修視察（詳細は未定） 
演劇鑑賞（吉井会館） 
劇団さゆり一座 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379 
 

 
 

7月14日f… 
　 
 
 

8月10日d… 
 
 
 

11月下旬… 
１月 下 旬… 

吉井公民館主催講座 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507
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◇日　　　時 
 
◆対　　　象 
◇出 　 　 演  
 
◆参 加 費 
 
 
◇問い合わせ先 
 

　絵本やシアター、紙芝居、手作り工作など・・・・・いろいろ楽
しいことがいっぱい。お友だちも誘ってみんなで来てね！ 

子どものひろば 

8月27日（土） 
午前10時～11時30分 
幼児～一般 
西山公民館グループ 
絵本読み聞かせの会「ぐりとぐら」 
無料 
申込みは不要、直接会場へお越しくだ
さい。 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777 

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
 
◆申 込 締 切  
◇問い合わせ先 

　タイルの上に押し花でいろいろデザインし、夏休みの思
い出に残る作品を創ろう。 

夏休み「親子押し花教室」 

8月20日（土）　午前10時～正午 
山田　美由紀 
小学生･中学生（小3までは親子で、4年
生以上は一人でもかまいません。） 
20人（先着順） 
親子の場合　　　　500円（2セット） 
一人参加の場合　　250円 
8月8日（月） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777 

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
 
 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 締 切  
◇問い合わせ先 
 

　この夏、囲碁･将棋の楽しさにチャレンジしよう。 

夏休み「子ども囲碁･将棋教室」 

7月28日、8月4日、11日、18日、25日 
（すべて木曜日）　午後1時～4時 
高月公民館グループ 
「両宮地域囲碁愛好会」 
代表　石原徳夫ほか 
小学生･中学生 
20人（先着順） 
500円 
7月21日（木） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777 
 

高月公民館主催講座 

★山陽公民館　山陽1-10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
◆内　　　容 
 
 
 
◇参　加　費 
◆問い合わせ先 
 

園芸講座 
7月27日（水）　午後2時～3時 
「家庭でできる鉢植え植物の育て方・楽
しみ方について」 
熊山英国庭園　ヘッドガーデナー 
武本高三講師の指導を受けます。 
無　料 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360 

熊山公民館主催講座 

身近な花木を見なおしてみませんか 

◇日　　　時 
◆講 　 　 師  
◇定　　　員 
◆申　　　込 
◇問い合わせ先 
 

和太鼓を通じて心の表現に挑戦してみませんか？ 
子どもから大人まで大歓迎！ 

太鼓打ち教室 

毎週木曜日　午後5時30分～7時 
谷井　寿行、谷井　敬子 
30人 
随時受付 
赤磐市立赤坂公民館 
10869-57-2211 

赤坂公民館主催講座 

自然大好き人間集まれ！ 

◇日 　 　 時  
◆場　　　所
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 締 切 
◆問い合わせ先 
 

自然観察会 

7月9日（土）  午前9時～正午 
赤磐市松木地内の田んぼ・その周辺 
30人 
無　料 
7月2日（土） 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

自然だいすきドキドキ講座 



●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111

配
食
サ
ー
ビ
ス
を 

利
用
す
る
に
は 

           

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。（
要
予
約
） 

日
　
時
　
七
月
二
十
一
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
か
ら
一
歳
五
カ

　
月
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

   

　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
元
気
な

子
ど
も
た
ち
！
み
ん
な
と
一
緒
に

楽
し
く
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
（
要
予
約
）。 

日
　
時
　
七
月
二
十
三
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
一
時 

     

　 場
　
所 

¡
赤
坂
公
民
館
調
理
室 

¡
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
調
理
室 

対
象
者
　
赤
磐
市
在
住
者
（
二
世

　
代
で
も
可
） 

募
集
人
数
　
各
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

申
し
込
み
先
　 

　
七
月
十
三
日
（
水
）
ま
で
に 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

   

　
す
こ
や
か
な
心
身
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
運
動
を
始
め
ま
し
ょ

う
。（
要
予
約
） 

日
　
時
　
七
月
二
十
一
日
（
木
）

　
〜
一
月
十
九
日
（
木
）
ま
で
月

　
一
回
開
催 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所 

　
吉
井
会
館
二
階
大
ホ
ー
ル 

講
　
師
　
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指

　
導
者
　
千
田
節
子
先
生
　
　 

対
象
者
　
五
十
〜
六
十
歳
代
の
人 

定
　
員
　
先
着
三
十
人
　
　
　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
本
庁
健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

   

　
い
ろ
ん
な
食
材
に
触
れ
て
、
自

分
で
作
っ
て
食
べ
る
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。（
要
予
約
） 

日
時
・
場
所
　 

            

対
象
者
　
小
中
学
生 

募
集
人
数
　
各
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾 

申
し
込
み
先
　 

　
七
月
十
九
日
（
火
）
ま
で
に 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

   

　
左
記
対
象
者
の
外
出
の
促
進
を

目
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
交
付
希
望
者
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
本
市
に
一
年
以
上
住
所
を
有
し
、

か
つ
居
住
し
て
い
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人 

q
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る

　
七
十
五
歳
以
上
の
人 

w
一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体
障
害

　
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人 

e
重
度
（
Ａ
）
の
療
育
手
帳
を
お

　
持
ち
の
人 

サ
ー
ビ
ス
内
容 

　
一
枚
で
初
乗
り
料
金
が
控
除
さ

れ
る
タ
ク
シ
ー
券
を
一
カ
月
二
枚

交
付
す
る
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

    

　
左
記
対
象
者
で
、
希
望
す
る
人

に
夕
食
を
配
達
し
て
い
ま
す
。 

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居

住
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
低

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人 

サ
ー
ビ
ス
内
容 

　
一
人
一
日
一
食
（
夕
食
） 

利
用
料
　
一
食
四
百
円
程
度 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

   

　
妊
婦
を
対
象
に
母
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
、
事

前
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

日
　
時 

〈
一
回
目
〉 

　
七
月
十
四
日
（
木
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午 

〈
二
回
目
〉 

　
十
月
三
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
「
ほ
ほ
え
み
」
研
修
室 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容 

〈
一
回
目
〉 

¡
助
産
師
に
よ
る
講
話
「
妊
娠
中

　
の
心
構
え
や
産
後
の
体
の
変
化

　
に
つ
い
て
」
な
ど 

¡
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
・
お

　
や
つ
の
試
食
な
ど 

〈
二
回
目
〉 

¡
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ク
ス
と
ス
ト

　
レ
ッ
チ
（
運
動
の
で
き
る
服
装
） 

＊
妊
娠
初
期
や
お
腹
の
張
り
や
す

　
い
人
ま
た
医
師
か
ら
安
静
を
指

　
示
さ
れ
て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 
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健
康
福
祉 

離
乳
食
講
習
会 

三
世
代
料
理
講
座 

健
康
づ
く
り
運
動
教
室 

子
ど
も
料
理
教
室 

母
親
学
級
開
催 

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付 

日　　時 場　　所 

７月２７日（水） 
９時３０分から１３時 

７月２９日（金） 
９時３０分から１３時 

８月２日（火） 
９時３０分から１３時 

吉井保健センター 
調理室 

中央公民館 
調理研修室 
 
熊山保健福祉総合 
センター調理室 
 

赤坂公民館 
調理室 



日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の 

接
種
に
つ
い
て 

パ
ソ
コ
ン
基
礎 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門 

申
込
締
め
切
り
　 

〈
一
回
目
〉 

　
七
月
八
日
（
金
）
ま
で 

〈
二
回
目
〉 

　
九
月
二
十
二
日
（
木
）
ま
で 

   

日
　
時
　
七
月
二
十
五
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー 

対
象
児
　
熊
山
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
・
育
児
相
談
・

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

      

対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に

お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人 

a
弔
慰
金
の
受
給
権
者 

s
戦
没
者
な
ど
の
子 

d
q
父
母
w
孫
e
祖
父
母
r
兄
弟

　
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

　
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど

　
は
除
か
れ
ま
す
） 

f
右
記
d
以
外
の
q
父
母
w
孫
e

　
祖
父
母
r
兄
弟
姉
妹
　 

g
右
記
a
か
ら
f
以
外
の
三
親
等

　
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡

　
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
生

　
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限

　
ら
れ
ま
す
） 

支
給
内
容
　
額
面
四
十
万
円
十
年

　
償
還
の
記
名
国
債 

請
求
期
間
　
平
成
二
十
年
三
月
三

　
十
一
日
ま
で 

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

    

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
現
在
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の
予
防

接
種
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
行
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
後
に
ご
く
ま
れ
に
、
あ
る
種
の

脳
炎
を
発
症
す
る
例
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
国
は
慎
重
を
期
す
る
た
め
、

現
行
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
な
勧
奨
は
行
わ
な
い
よ

う
各
市
町
村
に
勧
告
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
赤
磐
市
で
は

現
在
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
お
勧
め
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
海
外
へ
渡
航
さ
れ
る
人

な
ど
で
、
特
に
希
望
さ
れ
る
人
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
了

知
し
、
医
師
か
ら
接
種
の
効
果
や

副
作
用
に
つ
い
て
十
分
に
説
明
を

受
け
、
文
書
の
形
で
同
意
さ
れ
た

上
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

　
な
お
、
国
で
は
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
は
今
後
も
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
開
発

中
の
、
よ
り
副
作
用
の
少
な
い
ワ

ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

    

    

　
県
で
は
、
八
月
五
日
（
金
）
に

岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
岡
山

納
涼
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
に
、

県
庁
舎
へ
車
い
す
使
用
の
身
体
障

害
者
三
十
五
人
（
付
き
添
い
は
二

人
ま
で
）
を
招
待
し
ま
す
。 

対
象
者 

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る

　
車
い
す
使
用
の
身
体
障
害
者 

申
し
込
み 

　
所
定
の
応
募
用
紙
を
使
用
す
る

か
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
は
が

き
ま
た
は
メ
ー
ル
で 

締
め
切
り 

　
七
月
八
日
（
金
）
必
着 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
県
庁
障
害
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
５ 

         

　
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
の
入
れ
方
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
、
電

子
メ
ー
ル
交
換
ま
で
パ
ソ
コ
ン
の

初
歩
か
ら
勉
強
し
ま
し
ょ
う 

日
　
時 

　
九
月
三
日
（
土
）
、
四
日
（
日
）

　
の
二
日
間 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

　
三
十
分 

場
　
所
　
　 

　
瀬
戸
町
江
尻
一
三
二
六 

　
岡
山
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

対
　
象
　 

　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
人 

受
付
期
間
　
七
月
五
日
〜
七
月
二

　
十
九
日
ま
で 

受
講
料 

 

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

　
ス
ト
代
と
し
て
千
円
必
要
） 

定
　
員
　
二
十
人
（
応
募
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
） 

申
し
込
み
方
法 

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
七
月

二
十
九
日
消
印
有
効
）
　 

　
な
お
、
八
月
十
六
日
を
過
ぎ
て 

も
返
信
が
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

持
参
品
　
筆
記
用
具
、
ス
リ
ッ
パ
、

　
弁
当
、 

テ
キ
ス
ト
代
千
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
〒
７
０
９
―
０
８
５
４ 

　
瀬
戸
町
江
尻
一
三
二
六 

　
岡
山
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

　
1
０
８
６
９（
５
２
）１
６
５
１ 
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募

集

 

熊
山
支
所
育
児
相
談 

戦
没
者
等
の 

ご
遺
族
の
皆
様
へ 

〜
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が 

　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す
〜 

花
火
大
会
に
県
庁
舎
を
開
放 

身
体
障
害
者 

三
十
五
人
を
招
待 



「
第
四
回 

　
　
永
瀬
清
子
賞
」
募
集 

     

　
ガ
ラ
ス
玉
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
で
紀
元
前
か
ら
作
ら
れ
始
め
、

日
本
に
は
弥
生
時
代
の
始
め
頃
伝

わ
っ
て
来
ま
し
た
。
古
代
の
人
々

の
ガ
ラ
ス
玉
作
り
に
想
い
を
は
せ

な
が
ら
、
そ
の
技
法
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

日
　
時
　
七
月
二
十
三
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
郷
土
資
料
館
見
学

　
後
、
高
陽
中
学
校
へ
移
動 

講
　
師 

　
総
社
市
教
育
委
員
会 

　
高
橋
　
進
一 

定
　
員
　
三
十
人
（
要
申
込
） 

対
　
象
　
小
学
校
六
年
生
〜
一
般 

参
加
費
　
三
百
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
１
０ 

   

　
新
規
創
業
を
検
討
し
て
い
る
人

の
た
め
の
短
期
集
中
講
座
で
す
。

創
業
予
定
の
人
は
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す
。
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。 

¡
第
一
回
　
七
月
三
十
日（
土
） 

¡
第
二
回
　
八
月
　
　
六
日（
土
） 

¡
第
三
回
　
八
月
　
十
三
日（
土
） 

¡
第
四
回
　
八
月
　
二
十
日（
土
） 

¡
第
五
回
　
八
月
二
十
七
日（
土
） 

開
催
時
間 

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時 

受
講
料
　
三
千
円 

定
　
員
　
四
十
人 

開
催
場
所 

¡
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

¡
赤
磐
市
山
陽
産
業
会
館 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
商
工
会 

　
赤
磐
市
桜
が
丘
東
五
ノ
五
ノ
三

　
八
七 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
４
０
０ 

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
申
込
用
紙
を
差

し
上
げ
ま
す
。 

   【
野
菜
】 

◇
秋
蒔
き
野
菜
の
栽
培
管
理 

日
　
時
　
七
月
八
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
垣
内
　
勝
哉 

対
象
者
　
生
産
者 

定
　
員
　
四
十
人 

  

【
果
樹
】 

◇
帰
農
者
向
け
の
ピ
オ
ー
ネ
栽
培 

日
　
時
　
七
月
二
十
一
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
白
神
　
泰
義 

対
象
者
　
帰
農
者 

定
　
員
　
四
十
人 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

    

　
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
・
永
瀬

清
子
の
ふ
る
さ
と
赤
磐
市
で
は
、

岡
山
県
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
詩
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
規
定 

﹇
資
格
﹈
岡
山
県
内
の
小
中
学
生 

¡
小
学
校
低
学
年
の
部
（
一
〜
三

　
年
生
） 

¡
小
学
校
高
学
年
の
部
（
四
〜
六

　
年
生
） 

¡
中
学
生
の
部 

　
応
募
作
品
は
自
由
詩
で
、
未
発

表
の
本
人
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

一
人
一
点
に
限
り
ま
す
。 

　
詩
は
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三

枚
以
内
に
縦
書
き
に
し
て
く
だ
さ

い
。
必
ず
「
題
名
」
と
「
名
前
」

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
所
定
の
応

募
用
紙
を
添
付
す
る
か
、
作
品
の

裏
に
作
者
の
q
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

w
住
所
e
電
話
番
号
r
学
校
名
・

学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

募
集
締
切 

　
九
月
三
十
日
（
金
）
当
日
消
印

　
有
効 

発
表
・
表
彰 

　
発
表
は
、
入
賞
者
へ
の
通
知
を

も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。 

　
表
彰
は
、
平
成
十
八
年
二
月
中

旬
の
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩
の

世
界
」
会
場
で
行
い
ま
す
。 

◇
優
秀
賞
（
各
部
門
各
一
篇
） 

　
賞
状
、
副
賞
（
記
念
品
、
図
書

　
券
一
万
円
分
） 

◇
佳
作
（
各
部
門
各
三
篇
程
度
） 

　
賞
状
、
副
賞
（
記
念
品
、
図
書

　
券
三
千
円
分
） 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会 

熊
山
分

　
室
内
「
永
瀬
清
子
賞
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

    【
狩
猟
初
心
者
講
習
会
】 

日
時
・
場
所 

¡
七
月
二
十
二
日
（
金
） 

　
午
前
九
時
〜 

　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山 

¡
八
月
二
十
六
日
（
金
） 

　
午
前
九
時
〜 

　
御
津
文
化
セ
ン
タ
ー 

申
し
込
み
の
際
必
要
な
も
の 

　
受
講
料
四
千
円
、
印
鑑 

※
講
習
会
の
二
週
間
前
ま
で
に
申

　
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 【
狩
猟
免
許
試
験
】 

日
時
・
場
所 

¡
七
月
二
十
八
日
（
木
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜 

　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山 

¡
八
月
三
十
日
（
火
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
　 

　
御
津
文
化
セ
ン
タ
ー 

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の 

q
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に

　
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場

　
合
は
、
医
師
の
診
断
書
一
通 

w
証
明
用
写
真
一
枚
（
三
・
六
b

　
×
二
・
四
b
） 

e
印
鑑 

r
返
信
用
封
筒
（
八
十
円
切
手
を

　
貼
っ
た
も
の
一
通
） 

t
手
数
料
　
五
千
三
百
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 
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創
業
塾
受
講
者
募
集 

新
技
術
講
座 

狩
猟
初
心
者
講
習
会
と 

狩
猟
免
許
試
験 

赤
磐
市
山
陽
郷
土 

資
料
館
講
座 

古
代
人
の
技
術 

〜
ガ
ラ
ス
玉
を
作
ろ
う
〜 

赤磐市夏祭り 



    

　
「
じ
ん
け
ん
」
よ
く
聞
く
言
葉

で
す
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
も

ち
ょ
っ
と
勉
強
し
た
こ
と
は
あ
る

け
ど
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を

知
り
た
い
人
も
、
人
権
は
大
切
な

も
の
と
い
う
こ
と
を
一
緒
に
考
え

て
い
く
講
座
で
す
。 

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問

題
に
視
点
を
あ
て
、
と
も
に
語
り

合
い
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
あ
な
た
、
あ
の
人
、
こ
の
人
、

わ
た
し
。
み
ん
な
一
緒
に
「
未
来

へ
夢
と
希
望
が
も
て
る
橋
」
を
か

け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

期
　
間
　
八
月
下
旬
〜
一
月
下
旬 

会
　
場
　
吉
井
会
館
ほ
か 

内
　
容 

¡
講
義
「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問

　
題
」 

¡
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
型
学

　
習
） 

¡
講
演
会
、
視
察
研
修
、
そ
の
他 

募
集
定
員
　
二
十
人 

申
込
締
切
　
七
月
二
十
日（
水
） 

申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
８
３ 

参
加
費
　
無
料 

  

  

　
赤
磐
市
夏
祭
り
（
八
月
七
日
開

催
予
定
・
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

を
皆
さ
ん
の
踊
り
で
盛
り
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。 

　
市
内
の
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
れ
ば
、
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
地
域
や
職
場
な
ど
気
の

合
う
仲
間
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま

す
） 

申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
０
６
９ 

申
込
締
切
日 

　
七
月
二
十
九
日
（
金
） 

                

日
　
時
　
七
月
十
一
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠 

　
田
代
　
邦
彦 

　
吉
永
　
佳
子 

　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相

　
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

   

日
　
時 

　
七
月
二
十
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
熊
山
支
所
二
階
　
第
二

　
会
議
室 

相
談
員
　
岡
山
社
会
保
険
事
務
所

　
年
金
専
門
官 

   

日
　
時 

¡
七
月
一
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡
七
月
十
五
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合

　
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
七
月
一
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

¡
七
月
十
五
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

   

日
　
時
　
七
月
二
十
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時 

場
　
所 

　
赤
磐
市
吉
井
支
所
相
談
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

　
【
生
　
　
活
】
坂
口
　
政
子 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
松
下
　
一
行 

　
　
　
　
　
　
　
平
井
　
　
章 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

    
　
労
働
者
個
人
と
使
用
者
の
間
の

紛
争
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
、
公

正
・
中
立
な
立
場
か
ら
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。 

対
象
者 

　
県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労

働
者
個
人
と
、
そ
の
使
用
者
で
す
。

　
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
に
労

働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
場
合

に
利
用
で
き
ま
す
。 

費
　
用
　
無
料 

相
談
員 

　
県
労
働
委
員
会
の
、
公
益
委
員

（
大
学
教
授
、
弁
護
士
な
ど
）
、

労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
委
員
な

ど
）
、
使
用
者
委
員
（
会
社
経
営

者
な
ど
）
が
三
人
一
組
で
、
公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
相
談
と
あ
っ
せ

ん
を
行
い
ま
す
。 

申
請
方
法 

　
所
定
の
申
請
書
を
直
接
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

訴
訟
手
続
き
が
進
行
中
の
紛
争
や

解
決
不
可
能
な
こ
と
が
明
ら
か
な

紛
争
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

  

〒
７
０
０
―
８
５
７
０ 

  

岡
山
市
内
山
下
二
ノ
四
ノ
六 

  

岡
山
県
庁
九
階 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
５
６
３ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.pref.okayam

a. 

　jp/syokyoku/roui/roui-05.htm
 

     

相

談
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と
も
に
歩
む
21 

人
権
学
習
講
座 

参
加
者
募
集
！ 

よ
ろ
ず
相
談 

合
同
相
談 

年
金
相
談 

特
設
人
権
・
行
政
相
談 

夏
祭
り
踊
り
連
募
集 

個
別
的
労
使
紛
争
の 

相
談
と
あ
っ
せ
ん 

赤磐市夏祭り 赤磐市夏祭り 
●日　時 

8月7日（日） 
　午後6時30分～ 
　　　　（雨天中止） 

山陽グラウンド 
●場　所 



       

　
現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
以
後
「
被
保
険
者

証
」
と
い
い
ま
す
。
）
の
有
効
期

限
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。 

　
八
月
一
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）

は
七
月
中
旬
ご
ろ
配
達
記
録
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。 

　
万
一
、
お
留
守
の
と
き
は
郵
便

局
に
一
時
保
管
さ
れ
た
後
、
市
役

所
に
戻
っ
て
き
ま
す
の
で
、
七
月

末
ま
で
に
合
併
前
の
旧
町
の
国
民

健
康
保
険
の
係
の
窓
口
で
古
い
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。 

　
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保

税
を
滞
納
す
る
と
被
保
険
者
証
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
か
ら
一
年

間
滞
納
が
続
く
と
被
保
険
者
証
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
国
保
税
は
期
限
内
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。 

    

    

　
現
在
ご
使
用
中
の
老
人
保
健
医

療
受
給
者
証
が
合
併
に
伴
い
、
八

月
一
日
か
ら
新
し
く
更
新
さ
れ
ま

す
。
受
給
者
証
は
七
月
中
旬
に
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。 

    

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
同

じ
世
帯
の
世
帯
主
・
国
保
被
保
険

者
全
員
（
老
人
保
健
対
象
者
は
、

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
）
が
住

民
税
非
課
税
の
場
合
、
入
院
時
の

食
事
代
が
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ

れ
ば
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
認

定
の
場
合
は
、
申
請
月
の
一
日
か

ら
使
用
で
き
ま
す
。 

  

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
３ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

 

   

　
国
民
年
金
に
は
所
得
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
前
年
の
所
得

に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
全
額

免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
半

額
が
免
除
さ
れ
る
「
半
額
免
除
」

が
あ
り
、
ま
た
三
十
歳
未
満
の
若

年
の
人
に
つ
い
て
は
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
免
除
の
承
認
期
間
は
七

月
か
ら
翌
年
の
六
月
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
引
き
続
き
希
望
さ
れ
る

人
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
１
）０
０
１
１                    

             

注
所
得
額
は
、
社
会
保
険
料
控
除

　
額
を
考
慮
し
た
お
お
よ
そ
の
目

　
安
で
す
。
扶
養
親
族
が
い
る
場

　
合
、
そ
の
数
に
応
じ
て
加
算
さ

　
れ
ま
す
。 

※
若
年
者
納
付
猶
予
の
所
得
基
準

　
は
全
額
免
除
の
基
準
と
同
額
に

　
な
り
、
猶
予
の
対
象
と
な
る
期

　
間
は
、
平
成
十
七
年
度
は
四
月

　
か
ら
翌
年
の
六
月
ま
で
で
す
。 

          

　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
」
の
実
現
そ
れ
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
願
い
で
す
。 

　
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
毎
年

七
月
の
一
カ
月
間
は
、
法
務
省
主

唱
で
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
非
行
や
犯
罪
の
防
止
と
不
幸
に

し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
啓
蒙
活
動
を
実
施

し
ま
す
。
赤
磐
市
で
は
、
保
護
司

会
と
更
生
保
護
女
性
会
の
共
催
に

よ
り
七
月
七
日
（
木
）
に
瀬
戸
駅

前
・
万
富
駅
前
お
よ
び
熊
山
駅
前

で
「
社
明
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
、
ま
た
、
電
光
掲
示
板
な
ど

に
よ
り
明
る
い
社
会
の
実
現
を
呼

び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
赤
磐
市
保
護
司
会
長
　
森
　
　 

　
赤
磐
市
更
生
保
護
女
性
会
代
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
川
房
代 

     

　
当
日
は
、
夜
空
を
彩
る
花
火
の

打
ち
上
げ
の
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
の
シ
ョ
ー
、
各
種
団
体
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
な
ど
、
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
そ

ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
七
月
十
七
日
（
日
） 

　
午
後
五
時
三
十
分
〜
九
時
予
定

　
（
終
日
入
園
無
料
） 

※
荒
天
の
場
合
は
十
八
日
（
月
）

　
に
順
延
し
ま
す
。 

    

　
全
国
に
は
臓
器
移
植
希
望
者
（
眼

球
を
除
く
）
は
約
一
万
三
千
人
お

ら
れ
ま
す
が
、
平
成
十
六
年
度
に

移
植
を
受
け
ら
れ
た
人
は
約
二
百

国
民
年
金
保
険
料
の 

免
除
制
度
に
つ
い
て 

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド 

〜
所
持
に
理
解
と
協
力
を
〜 

お
知
ら
せ 
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２
０
０
５ 

赤
磐
サ
マ
ー 

ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉ
ｎ 

ド
イ
ツ
の
森 

入
院
時
の
食
事
代 

減
額
に
つ
い
て 

老
人
保
健
医
療 

受
給
者
証
が 

更
新
に
な
り
ま
す 

国
民
健
康
保
険 

被
保
険
者
証
が 

更
新
に
な
り
ま
す 

国
保
・
老
人
・
年
金 

平成17年度申請免除の 
　　　　対象となる所得（注）の目安 

世　帯　構　成 全額免除 半額免除 

４人世帯（夫婦＋子２人） 
子の１人は１６歳以上 
２３歳未満 

２人世帯（夫婦のみ） 

単身世帯 

１６２万円 

９２万円 

５７万円 

２８２万円 

１９５万円 

１４１万円 

（　） 
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う 

〜
第
五
十
五
回 

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜 

 



人
と
極
め
て
少
な
い
状
態
で
す
。 

　
臓
器
移
植
は
、
誰
か
の
善
意
に

よ
る
臓
器
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
医
療
で
す
。 

　
臓
器
移
植
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
7
岡
山
県
臓
器
バ
ン
ク 

　
〒
７
０
０
―
０
９
２
３ 

　
岡
山
市
大
元
駅
前
三
ノ
五
七 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）０
１
８
１ 

     

　
こ
の
ほ
ど
、
美
咲
町
（
旧
柵
原

町
）
久
木
地
内
に
あ
る
「
は
と
ホ

ー
ル
」
を
一
部
改
修
し
、
和
室
を

増
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
日
に
二
組
の
告
別
式
に
伴
う
通

夜
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
人
が

赤
磐
市
に
お
住
ま
い
で
あ
れ
ば
利

用
が
で
き
ま
す
の
で
、
吉
井
支
所

市
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

　
な
お
、
休
日
・
時
間
外
な
ど
は

宿
日
直
が
対
応
し
ま
す
。 

施
設
概
要
等 

◇
所
在
地
…
岡
山
県
久
米
郡
美
咲

　
町
久
木
一
二
七
番
地 

◇
通
称
名
称
…
は
と
ホ
ー
ル 

　
1
０
８
６
８（
６
２
）０
７
１
８ 

　
式
場
・
和
室
（
六
畳
二
室
、
十

畳
一
室
）
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
完

備
し
て
お
り
ま
す
。 

   

　
魚
釣
り
や
水
泳
と
、
子
ど
も
た

ち
が
水
に
親
し
む
機
会
が
多
く
な

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

期
、
最
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
子
ど
も
の
水
難
事

故
で
す
。 

　
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
保
護

者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。 

　
次
の
事
に
注
意
し
て
、
子
ど
も

を
水
の
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。 

《
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
》 

★
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
魚
釣
り

　
や
水
遊
び
に
行
か
せ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。 

★
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、

　
行
き
先
や
帰
宅
時
刻
、
友
だ
ち

　
の
名
前
な
ど
を
確
認
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。 

★
子
ど
も
に
は
、
平
素
か
ら
危
険

　
な
場
所
を
具
体
的
に
教
え
、
近

　
づ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

　
ょ
う
。 

《
地
域
の
皆
さ
ん
へ
》 

★
危
険
な
河
川
や
た
め
池
な
ど
で

　
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け

　
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

   

開
館
日
　
七
月
二
十
日
（
水
）
〜

　
八
月
二
十
六
日
（
金
） 

　
毎
週
月
〜
金
曜
日
　 

利
用
時
間
　 

¡
午
前
の
部
　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡
午
後
の
部
　
午
後
一
時
〜
四
時 

※
正
午
〜
午
後
一
時
ま
で
開
放
は

　
お
休
み
し
ま
す
。 

※
八
月
十
五
日
（
月
）
・
十
六
日

　
（
火
）
は
お
盆
休
み 

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

　
ま
す
。 

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト 

◇
あ
な
た
も
「
お
そ
う
じ
名
人
」 

　
第
一
回
　
七
月
二
十
六
日（
火
） 

　
第
二
回
　
八
月
二
十
三
日（
火
） 

　
時
　
間
　
午
前
十
時
〜
正
午
　 

 

み
ん
な
の
パ
ワ
ー
で
児
童
館
を

ぴ
か
ぴ
か
に
し
て
、
あ
と
は
お
い

し
い
も
の
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
お

楽
し
み
に
！ 

※
小
学
生
以
上
。
ど
な
た
で
も
名

　
人
に
な
れ
ま
す
。 

　
先
着
十
人
ま
で
、
予
約
し
て
く

　
だ
さ
い
。 

※
当
日
の
一
般
開
放
は
お
休
み
に

　
し
ま
す
。
　 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
山
陽
児
童
館 

　
1
０
８
６（
２
２
９
）３
９
４
９ 

  

    【
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
】 

交
付
対
象
者 

　
農
地
の
借
り
手
の
う
ち
、
市
内

在
住
者
で
交
付
申
請
時
の
年
齢
が

六
十
九
歳
ま
で
の
農
業
に
意
欲
を

燃
や
し
て
い
る
認
定
農
業
者
な
ど 

交
付
対
象
農
地 

　
農
業
振
興
地
域
内
現
況
農
地 

　（
田
・
畑
・
樹
園
地
） 

賃
借
期
間
　
三
年
以
上 

新
規
設
定
・
再
設
定 

　
五
、
〇
〇
〇
円
／
十
ア
ー
ル 

交
付
対
象
外 

¡
市
街
化
区
域
内
農
地
の
賃
借
権

　
設
定
な
ど 

¡
賃
借
料
が
な
い
契
約
（
使
用
貸

　
借
） 

¡ 

同
一
世
帯
員
の
間
で
の
契
約 

¡
当
事
者
に
お
い
て
再
設
定
で
あ

　
る
場
合
（
※
農
地
集
積
事
業
の

　
み
適
用
） 

※
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
の
は
申

　
請
時
に
一
度
だ
け
で
あ
り
、
契

　
約
期
間
中
に
毎
年
交
付
さ
れ
る

　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
交
付
用
件
に
違
反
す
る
こ
と
と

　
な
っ
た
と
き
な
ど
、
補
助
金
の

　
全
部
ま
た
は
一
部
の
返
還
を
求

　
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
申
請
の
時
期
は
、
毎
年
十
二
月

　
一
日
か
ら
二
十
八
日
で
す
。 

【
農
地
集
積
促
進
事
業
】 

交
付
対
象
者 

　
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
対
象

　
者
へ
の
農
地
の
貸
し
手 

交
付
対
象
農
地 

　
農
業
振
興
地
域
内
現
況
農
地 

　（
田
・
畑
・
樹
園
地
） 

賃
借
期
間
　
三
年
以
上 

新
規
設
定
・
再
設
定 

　
三
、
〇
〇
〇
円
／
十
ア
ー
ル 

  

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課
農
政
係
　
　

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
産
業
振
興
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
産
業
振
興
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
産
業
振
興
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

 

　
　
　
　 

 

山
陽
児
童
館 

夏
休
み
の
開
放
日 
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葬
祭
セ
ン
タ
ー 

「
は
と
ホ
ー
ル
」 

利
用
の
ご
案
内 

ご
存
知
で
す
か
？ 

農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業 

農
地
集
積
促
進
事
業 

水
の
事
故
に
気
を
つ
け
て 



s
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
第
１
回
文
化
祭
で
の
発
表 

　（
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
） 

　
城
南
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

五
月
二
十
九
日
（
日
）
、
か

も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
開
か
れ
た
第
十
六
回
岡
山

県
商
工
会
地
域
学
童
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会
で
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
 

　
県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
十
七
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
四
ブ
ロ
ッ
ク

の
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
を
一
位
通
過
し
た
四
チ

ー
ム
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
 

「
箸
」
 

™
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
っ
と
欲
し
い
が
箸
を
置
く
 

™
箸
が
落
ち
認
知
サ
イ
ン
と
ふ
と
思
う
 

™
お
土
産
に
夫
婦
箸
買
う
倦
怠
期
 

™
カ
ロ
リ
ー
を
気
遣
い
伸
ば
す
迷
い
箸
 

™
目
の
前
の
馳
走
に
痩
せ
た
い
箸
も
負
け
 

™
演
会
に
箸
を
休
ま
す
芸
達
者
 

™
箸
を
持
つ
手
に
も
そ
れ
ぞ
れ
子
等
の
癖
 

™
祝
い
箸
ち
ょ
っ
と
妬
い
て
る
披
露
宴
 

「
手
」
 

™
手
を
上
げ
て
い
つ
も
客
待
つ
招
き
猫
 

™
破
れ
傘
支
え
る
妻
の
手
が
温
い
 

™
握
手
し
て
平
和
外
交
生
れ
で
る
 

™
手
だ
け
見
て
働
き
者
と
勘
違
い
 

™
人
生
の
二
幕
の
手
綱
妻
が
取
り
 

™
奥
の
手
を
あ
た
た
め
て
い
る
舞
台
裏
 

™
平
手
打
ち
父
が
諭
し
た
愛
の
鞭
 

 

 光

川

　

利

勝

 

戸

川

　

　

浩

 

草

野

　

淑

子

 

稲

田

は

る

子

 

羽

原

　

芳

恵

 

岡

本

　

淳

子

 

福

井

　

陽

炎

 

岩

藤

　

孔

明

 

 堤
　
　
た
も
つ
 

道

満

　

昭

枝

 

金

谷

　

艶

子

 

伊

賀

　

禮

子

 

藤

原

　

洋

文

 

藤

原

　

信

子

 

谷

井

妣

榔

子
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

城
南
ス
ポ
少
準
優
勝
に
輝
く
 

赤
坂
川
柳
教
室
 

岡
山
県
商
工
会
地
域
学
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
 

伝統音楽の伝承と普及を 
赤磐市三曲協会 

▲城南スポーツ少年団 

　
赤
磐
市
三
曲
協
会
で
は
、

日
本
古
来
か
ら
の
伝
統
音

楽
で
あ
る
「
尺
八
・
箏
（
こ

と
）
・
三
絃
楽
（
し
ゃ
み

せ
ん
）
」
の
伝
承
と
普
及

お
よ
び
会
員
相
互
の
交
流

と
研
鑽
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

　
所
属
す
る
流
派
や
レ
ベ

ル
の
程
度
は
問
い
ま
せ
ん
。

グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
 

　
代
表
 
水
島
　
 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
５
４
９
 



▲全国大会に出場した「赤坂」チーム 

　夏休みを前に子どもに人気の朝食を
ご紹介します。 

◆材料（２人分） 
　¡食パン（６枚切り）２枚 
　¡バナナ１本 
　¡市販ピーナッツバター大さじ２ 
　¡卵２個 
　¡牛乳５０ｃｃ 
　¡バター大さじ２ 
　¡粉砂糖少々 
 
◆作り方 
　qパンを半分に切って厚みの半分の
　　ところに切り込みを入れ、中にピー
　　ナッツバターを塗る。 
　wバナナは５ミリ幅の輪切りにしパ
　　ンに詰める。バットに卵を割りほ
　　ぐし、牛乳を加えて軽く混ぜ、パ
　　ンを浸す。途中で裏返しながら２
　　～３分おいて卵液を吸わせる。 
　eフライパンにバターを弱火で熱し
　　パンを両面ともこんがりと焼く。
　　粉砂糖を茶こしに入れ、皿にのせ
　　たパンにふる。 
 
　野菜ジュースや野菜サラダを添える
と栄養のバランスも良くなります。 
　朝食は頭の回転をよくし、元気に動
き回れる体をつくります。毎朝食べて
元気いっぱいの一日を過ごしましょう。 
 

バナナの 
　フレンチトースト 

山　陽　支　部 

栄養
委員
の 
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五
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
新
潟
県
新
発
田
市
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
、
岡
山
県
代
表
と
し
て
赤
磐

市
か
ら
ミ
ド
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
の

部
に
「
赤
坂
」
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
全
国
か
ら
百
九
十
二
チ
ー
ム
、
約
二

千
人
が
参
加
の
中
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
心
を
一
つ
に
健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
予
選
落
ち
と
い
う
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。 

　
こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
一
つ
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
、

健
康
で
明
る
い
環
境
づ
く
り
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
森
崎
） 

 

心
を
一
つ
に
健
闘
 

第
二
十
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

『
成
人
式
づ
く
り
』に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

成
人
式
運
営
委
員
を
募
集
！
 

し

ば

た

 

　
赤
磐
市
の
成
人
式
を
、
平
成
十

八
年
一
月
八
日
（
日
）
午
前
十
時

か
ら
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体

育
館
で
開
催
し
ま
す
。
新
市
と
な

り
今
回
か
ら
一
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
成
人
式
を
、
二
十
歳
を
迎

え
る
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
運
営
委

員
会
に
よ
り
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
人
生
の
大
き
な
節
目

と
な
る
二
十
歳
の
記
念
に
、
あ
な

た
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
盛
り

込
ん
だ
『
成
人
式
づ
く
り
』
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
な
お
、
成
人
式
該
当
者
は
、
昭

和
六
十
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
の
間
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。 

 【
申
込
期
限
】 

　
八
月
一
日
（
月
） 

【
募
集
人
員
】 

　
二
十
人
程
度 

【
申
し
込
み
先
】 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
８
３ 



５月・６月のできごと 
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五
月
十
五
日
（
日
）
、
第
四
十
六
回

な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
が
赤
坂
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
出
演
者
は
、
芸
術
祭
大
賞
を

受
賞
さ
れ
た
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
中
野
振

一
郎
さ
ん
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
繊
細
な
音
色
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
、
絶
妙
の
ト
ー
ク
で

百
五
十
人
余
り
の
観
客
は
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。 

　
ま
た
、
演
奏
の
合
間
に
は
チ
ェ
ン
バ

ロ
に
近
寄
っ
て
な
が
め
た
り
、
調
律
師

か
ら
説
明
を
聞
い
た
り
し
て
普
段
は
触

れ
る
事
の
な
い
楽
器
を
味
わ
い
尽
く
し

ま
し
た
。 赤

坂
公
民
館
で 

　
　
　
な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト 

 

　
五
月
二
十
日
（
金
）
、
仁
美
小
学
校

の
全
校
児
童
が
、
仁
堀
中
の
藤
原
力
男

さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、
昔
な
が
ら
の

手
植
え
に
よ
る
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
・
二
年
生
も
上
級
生
に
教
わ
り
な

が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
五
年
生
が
総
合
学
習
と
し

て
稲
の
成
長
を
見
守
り
、
秋
に
は
全
校

児
童
で
保
護
者
と
一
緒
に
収
穫
を
行
い

ま
す
。 

　
と
れ
た
お
米
は
、
卒
業
式
で
紅
白
の

お
餅
や
赤
飯
と
し
て
配
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

 

仁
美
小
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」  

　5月21日（土） 

　親子150人で通学路の掃除をしました。 

　1時間もするとたくさんのごみが集まりました。 

 

　
五
月
二
十
二
日
（
日
）
、
第
十

八
回
城
山
公
園
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
踊
り
や
太
鼓
な
ど

郷
土
芸
能
の
披
露
、
コ
ー
ラ
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
の
発
表
、
子
ど
も
向
け
ゲ
ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
テ
ン
ト
村
で
は
焼
き
鳥
、

焼
き
そ
ば
、
お
す
し
な
ど
で
多
く

の
家
族
連
れ
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

城
山
公
園
ま
つ
り 

▲今年はタバコ吸殻が多いなあ 

▲中野振一郎さんの演奏に観客の皆さんは大満足 

▲ドロにまみれながら丁寧に植えました 

s
踊
り
の
披
露
に
皆
さ
ん
は
く
ぎ
付
け 
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広
報
あ
か
い
わ
を
発
行
し
て
今
回

で
四
回
目
。
旧
町
の
施
設
な
ど
を
表

紙
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
「
広
報
あ
か
い
わ
に
な

っ
て
表
紙
が
き
れ
い
だ
け
ど
つ
ま
ら

な
く
な
っ
た
」
「
も
っ
と
住
民
の
顔

が
見
え
た
方
が
い
い
」
と
い
っ
た
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
う
い
っ
た
声
に
お
応
え
し
て
今

後
は
で
き
る
だ
け
住
民
の
皆
さ
ん
を
、

個
人
情
報
や
肖
像
権
な
ど
に
十
分
配

慮
し
な
が
ら
表
紙
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,602人（－３６）　 

21,804人（－８）　 

23,798人（－２８）　 

15,775世帯（＋２） 

（6月1日現在） 

（　）は５月１日との差 

　
五
月
二
十
五
日
（
水
）
、
山
陽

西
小
学
校
五
年
生
、
六
年
生
が
山

陽
二
丁
目
花
の
会
（
松
田
喜
久
代

代
表
）
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
ル
ビ
ア
の

花
三
百
五
十
株
ず
つ
を
小
学
校
の

花
壇
に
植
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
植
え
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
と
サ
ル
ビ
ア
の
花
は
、
花
の
会

の
皆
さ
ん
が
種
か
ら
育
て
て
大
き

く
し
た
も
の
で
す
。 

　
山
陽
西
小
学
校
の
皆
さ
ん
、
大

切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
五
月
二
十
九
日
（
日
）
山

陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育

館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
岡
山
県
代
表

選
考
会
を
兼
ね
て
の
大
会
で

あ
り
、
県
内
九
チ
ー
ム
の
白

熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
東
備
地
域
か
ら

出
場
し
た
「
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
」

は
惜
し
く
も
第
三
位
で
あ
り

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
逃
し

ま
し
た
が
、
来
年
度
に
向
け
て
、

大
い
に
期
待
で
き
る
戦
い
で

し
た
。 

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

五
月
二
十
二
日
（
日
）
岡
山

県
陸
上
競
技
場
（
桃
太
郎
ス

タ
ジ
ア
ム
）
な
ど
で
開
か
れ
、

陸
上
な
ど
十
三
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
赤
磐
市
か
ら
は

九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡
障
害
競
歩 

　
森
田
　
　
清
　
金
メ
ダ
ル 

¡
一
〇
〇
ｍ
走 

　
中
村
　
勇
太
　
五
位 

　
吉
久
　
治
美
　
金
メ
ダ
ル 

　
後
藤
　
忠
義
　
金
メ
ダ
ル 

¡
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投 

　
藤
井
　
悟
朗
　
金
メ
ダ
ル 

〈
県
大
会
新
記
録
〉 

¡
砲
丸
投 

　
藤
井
　
悟
朗
　
金
メ
ダ
ル 

〈
県
大
会
新
記
録
〉 

　
金
島
　
伸
吉
　
金
メ
ダ
ル 

¡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

　
光
岡
　
一
成
　
銀
メ
ダ
ル 

¡
こ
ん
棒
投 

　
石
原
　
徳
夫
　
金
メ
ダ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　〈
敬
称
略
〉 

 

　
四
月
二
十
四
日
（
日
）
、
備
前

射
撃
場
で
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
猟

友
会
東
備
支
部
安
全
狩
猟
射
撃
大

会
に
赤
磐
市
か
ら
二
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

団
体
の
部 

　
第
五
位
　
熊
山
Ａ
チ
ー
ム 

個
人
の
部 

¡
Ａ
ク
ラ
ス
（
五
十
五
歳
以
下
） 

　
第
四
位
　
佐
倉
弘
昌
（
赤
坂
） 

　
第
五
位
　
篠
原
康
人
（
山
陽
） 

¡
Ｂ
ク
ラ
ス
（
五
十
六
〜
六
十
五
歳
） 

　
第
三
位
　
本
徳
丈
彦
（
山
陽
） 

　
第
四
位
　
松
田
典
章
（
熊
山
） 

　
第
五
位
　
藤
原
輝
雄
（
山
陽
） 

¡
Ｃ
ク
ラ
ス
（
六
十
六
歳
以
上
） 

　
第
二
位
　
白
石
　
求
（
熊
山
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
敬
称
略
〉 

山
陽
西
小
五
・
六
年
生
　
山
陽
二
丁
目
花
の
会
と
花
植
え 

第
五
回
全
国
精
神
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 

兼
第
五
回
岡
山
県
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ（
精
神
障
害
者 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）大
会 

オ
ー
プ
ン
競
技
結
果 

第
五
回
全
国
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 

兼
第
五
回
岡
山
県
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果 

▲マリーゴールドとサルビアを 
　みんなで植えました 

▲熱戦を繰り広げた東備イーグルス 
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赤
磐
市
徳
富
の
小
野
田
川
右
岸

に
は
、「
石
の
懸
樋
」
と
呼
ば
れ
る

石
造
り
の
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

橋
は
、
一
見
、
人
が
通
る
橋
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
単
な
る
橋
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
「
水
」

を
渡
す
橋
、「
水
路
橋
」
な
の
で
す
。

こ
の
水
路
橋
は
、
今
か
ら
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
三
〇
〇
年
、
江
戸
時
代

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
吉
井
川
か
ら

引
い
た
田
原
用
水
を
小
野
田
川
の

流
れ
を
ま
た
い
で
通
し
て
い
ま
し
た
。 

　
田
原
用
水
は
、
吉
井
川
の
中
流
、

現
在
の
和
気
町
田
原
上
の
井
堰
か

ら
取
水
し
、
そ
の
右
岸
の
村
々
を

潤
し
て
い
ま
し
た
。
元
来
、
流
域

の
村
は
灌
漑
用
水
の
乏
し
い
畑
作

地
域
で
し
た
が
、
こ
の
用
水
が
造

ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
田
化

が
著
し
く
進
展
し
ま
し
た
。
こ
の

石
の
懸
樋
が
架
か
る
小
野
田
川
手

前
ま
で
の
第
一
期
工
事
が
寛
永
五

年
（
一
六
二
八
）
に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
野
田
川
を

越
え
て
徳
富
か
ら
瀬
戸
町
ま
で
延

長
さ
れ
た
第
二
期
工
事
が
元
禄
七

年
（
一
六
九
四
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

寛
永
期
の
第
一
期
工
事
が
徳
富
以

西
に
進
ま
な
か
っ
た
理
由
は
、
二

つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
つ
目
は
、
田
原
用
水
を
小
野

田
川
と
交
差
さ
せ
る
「
懸
樋
」
技

術
の
欠
如
で
す
。
こ
の
石
の
懸
樋

を
造
る
こ
と
は
岡
山
藩
の
大
事
業

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
成
し
遂

げ
た
の
が
、
石
工
の
河
内
屋
治
兵

衛
で
す
。
治
兵
衛
は
、
岡
山
藩
の

重
臣
津
田
永
忠
に
そ
の
技
術
を
買

わ
れ
大
阪
か
ら
岡
山
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。 

　
二
つ
目
に
、
熊
野
の
岸
険
と
呼

ば
れ
た
岩
壁
の
掘
削
工
事
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
掘
削
は
「
石
の
懸
樋
」

と
と
も
に
難
工
事
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
岸
険
は
長
さ
九

〇
間
（
約
一
八
〇
ｍ
）
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
、
別
名
「
百
間
の
石
の
樋
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
流
へ
水

を
送
る
た
め
に
、
岩
盤
を
夜
間
に

種
油
を
流
し
て
焼
き
砕
い
て
掘
削

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
苦
労
を

ノ
ミ
跡
が
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
石
の
懸
樋
の
構
造
は
、
ま
ず
小

野
田
川
の
両
岸
に
石
垣
を
築
き
、

川
底
に
柄
を
開
け
た
礎
石
を
据
え
、

そ
こ
へ
各
三
本
の
石
柱
を
備
え
た

橋
脚
二
脚
を
立
て
て
い
ま
す
。
水

を
通
す
石
樋
の
本
体
は
、
底
面
に

方
柱
状
の
石
材
を
十
九
本
敷
き
並
べ
、

側
壁
に
各
一
一
本
の
石
材
を
三
段

に
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
石
材
の
隙

間
に
は
特
殊
な
漆
喰
を
詰
め
て
い

ま
す
。
科
学
分
析
に
よ
れ
ば
、
石

灰
よ
り
粘
土
分
の
多
い
配
合
で
、

貝
殻
を
焼
い
て
砕
き
、
に
が
り
や

塩
を
混
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
技
術
面
や
構
造

面
で
高
く
評
価
さ
れ
る
「
石
の
懸
樋
」

や
「
百
間
の
石
の
樋
」
の
築
造
に
よ
っ

て
田
原
用
水
が
全
面
通
水
し
、
人
々

の
生
活
に
潤
い
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。 

　
現
在
、
こ
の
懸
樋
は
昭
和
五
七

年
の
小
野
田
川
改
修
時
に
解
体
さ
れ
、

近
く
に
移
築
復
元
さ
れ
、
小
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

田
原
用
水
は
サ
イ
ホ
ン
式
に
よ
っ

て
小
野
田
川
の
地
下
を
流
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
散
策
に
訪
れ
、
江

戸
時
代
の
石
工
技
術
を
体
感
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）  

■
田
原
用
水
水
路
橋（
石
の
懸
樋
） 

の 

石の懸樋 

百間の石の樋 

熊山支所 
至 和気県道 小

野
田
川 

至 岡山 

熊山駅 

山陽
自動
車道
 

吉井川
 

JR

情報公開制度と個人情報保護制度 
国体 
図書館 
暮らしのカレンダー 
公民館へ行こう 
情報BOX
まちのわだい 

8
6

12
14

16
18
26

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

か
け
ひ 

い
せ
き 

ほ
ぞ 

そ
せ
き 

か
ん
が
い 

い
し
く 

し
っ
く
い 

ほ

き

 

え 

じ
　
へ 

か

わ

ち

や
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